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― 碧い湖が映える街 大津―
未来を
′
1き る若人が集うここ大津は、長い歴史と豊かな自然にはぐぐまれてきた、みずうみのまちです。

近畿 l.3∞万人の水ガメびわ湖に沿って、南北約Юキロに細長く伸びるまら人津。ここには、 フαЮ年もの
昔、古代人が足跡を留め、高度な文化年活を送つていました。石山貝塚や、各地に散在する古墳群。それに

数多くの文化遺跡なども発見されています。また霊峰比叡山をはじめ、長等山、田上山など豊かな緑に囲ま

れ、満々と水をたたえたびわ湖は、その美しさを昔と少しも変わることなく、今に伝えています。

667年 に、都を飛烏から近江大津宮に移し、翌年ここで即位した夫争v入 字は、日本最初の法律「近

'I令

1の

制定や、同じく日本最初の戸籍 1庚年年箱 |など次々と新政を打ち出し、法治国家への基礎を築きました。

しかし大津京は、皇位継承をめぐる |千 中の乱」によって、わずか 6イ1で廃都となり、1ま とんど遺構も残さ

れていません。その後、都が大和から京都に移ったため、大津は都の玄関日として、近世まで政治、経済、

軍事上の重要な位置を占めてきました .

人津は、仏教のメッカとしてもよく知られています。いまから 1.2(X〕年程前に良弁僧正が開創した石山寺、

伝教大師最澄が 788年に建立したと伝えられる延暦寺、智証大師円珍が再興した_井寺などは有名です。な
かでも延暦寺は、日本仏教の母山であり、中世以降、法然、親燎、日蓮、遭元などの名僧を生み出し、日本

思想界に大きな影響を与えた寺として、今日でも多くの人々の崇敬を集めています_

京都に近い港として、びわ湖水運による北国、東国の物資の集散地として、さらに東海道、中仙道、北陸

道の分岐点という交通の要衝として、隆盛をきわめ今日に至っております。また、この恵まれた立地条件と

豊かなri然を生かし、かつての水連の基地から一躍国際観光都市大津へと、変ぼうを遂げています。

大津は、昨年の市制施行80周年にあたり、人口も20万人を超え、これを機に人間尊重を基調とする市民都

市として、また固定公園びわ湖を抱える水と緑と文化の街として、豊かで、調和のとれたまちづくりを進め

ています。

(表紙写真 びわ湖観光の主役 琵琶湖大橋)
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高 体 連 マ ク の 由 来

このマークは、全国高等学校体育連盟が発足して間もなく作成されたもので、

若人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

マークを構成している三つのKは 、次のドイツ語の頭文字をとつたもので、若

人の情熱を示す紅色によって浮き出され、高体連のシンポルマークとされている。

KRAFT   :カ

KUNST  技

KLARHE!T 明朗な精神

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつむに明朝な精神

をもってせねばならない。

大 会 ス ロ ー ガ ン

R

競おう技 深めよう友情
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あ い さ つ

全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟

会長 風 巻 嘉 蔵

昭和54年度全国高等学校総合体育大会夏季大会が、関係各位のご援助 により、滋賀県 を中心会場 と
して京都 。大阪・兵庫・奈良・和歌山の近畿地区 において、盛大に開催 されます ことは、高等学校体

育振興のため、まことに喜ば しいことと感謝 にたえません。

とくに本大会に親 しく」ヽ太子殿下、同妃殿下のご臨席をいただ きますことは、わた くしどもにとって

は無 上の光栄であります。殿 ドのご激励 にこたえるためにも、本大会が優秀な成果 を収めるよう、最

大の努力を尽 くさねばならないと存 じます。

本大会は全国高等学校の生徒諸君が、 Flごろの学校 における体育活動 を通 じて習得 した成果 を発表

する貴重な場であり、また全国各地 から参集 した諸君の、相互に理解 を深め親善 をはかるまたとない

機会でもあります。

また全力を尽 して競技 し、優勝 をからとることは、この上 もない栄光ではありますが、それにもま

して rl重をものは競技 を通 じて得 られる体験であり、その体験 こそ次代の 日本 を背負 う高校生諸君の

心身 ともにた くましく成長する糧となることと信 じます。 
´́

本年度の大会テーマの「競お う投 深めよう友情」と、高体連マー クの示す「力と技 と明朗 な精神」
とを身 をもって体現 し、正々堂々と競技することから得 られる日本の高校生同志の友情 と連帯感 を、

本大会に参加 したことの最大の成果 として、全国各地の母校に持 ち帰 り級友の諸君に伝 えて くだ さる

ことを期待 します。

おわりに、
李
大会の開催にいたるまでの地元の方々及び関係諸団体の払 われたご尽力ご援助に対し、

心から感謝申 し上げます と共 に、平素の生徒の指導に日夜ご努力をいただいております諸先生方に心

から敬意 を表する次第であります。

祝 辞

文 部 大 臣

内 藤 誉二郎
本 日ここに、11太子殿 ド、同妃殿下の御臨席 を仰 ぎ、昭和54年度全国高等学校総合体育大会が、全

国各地 から 2万数千 の高校生諸君の参加を得て、かくも盛大に開催 される運 びになりましたことは、
誠 に喜びに堪 えません。

我が国の将来 を‖1う 若い高校生諸君が、 日々スポーツに親 しみ、強健 な身体 と旺_盛な気力を養うこ

とは、生涯にわたって明るく活力に富んだ生活 を営む上で極めて大切なことであり、また健 全な国家

社会の形成の Lか らも、重要な基盤 を築 くものであります。本大会は、全国の注 目を集める高等学校

体育の ・大祭典であり、長年にわた り、心身の調和の とれた健 全を高校生の育成に寄与 してきたもの

であります。 この大会はまた、我が国のスポーツ水準の向上についても大 きく貢献 しており、世界を

目指 した競技 力の向上の基礎 を築 くものとして、本大会の持つ意義は今後 ますます大 きくなるものと

考えられます。

郷上の誇りと母校の名誉を担い、晴れて出場の栄誉を勝 ち得た選手諸君、日頃の鍛練の成果を遺憾

なく発揮 し、正々堂々素晴らしい競技 を展開してください。そしてこの機会に、競技 を通 じて全国の

朋友との友情を深めてください。

終わりに、本大会の開催に御尽力された関係各位に深 く敬意を表するとともに、本大会の成功と今

後の御発展をお祈りしてお祝いの言葉といたします。
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b!\32
日本バ ドミントン協会長

本 田 弘 敏

全国津 々浦々より、激 しい予選 に勝 ちのこり、母校の名誉 をになって参集 された 1.2∞ 余名の選手

諸君 と大会役員の方々をお迎 えして、昭和54年度全国高等学校総合体育大会、高松宮・高松宮妃賜杯

第30回全国高等学校バ ドミントン選手権大会が開催 されますことは誠 に意義深 く、喜びにたえません。
スポーツは単 に勝敗 をきそ うものではなく、スポーツを通 してた くましい体力をつ ちかい、協調性 を

や しない、美 しい友情 を育てていくところに重要 な日的があると考 えられます。青春の季節 に花 ひら

くこの総合体育大会が諸君の人生 にとって必ずや思い出深 いものになり、真に実 り多いものになりま

すよ う期待 しております。今大会は3()回 目を迎 え、全国高等学校体育連盟パ ドミン トン部 が本協会 に

加盟 して最初の大会にもなり、歴史の重みを一段 と加 え記念すべ き大会でもあります。申すまでもな

く、最近のバ ドミン トン競技の発展はめ ざましく、国際交流の機会 も多 く、その競技人口も年々増加

の一途 をたどっております。 また昨年 5月 には、 オー クランドにて、第 8回世界女子バ ドミン トン選
手権 (ユーバー杯)大会が開催 され、宿敵 イン ドネシアを破 り、ユーパー杯 を奪還 したことはまこと
によろこば しいかぎりであります。次代の日本バ ドミントン界をにな う諸君が一堂 に会 したこの機会

を生か して、どうか持 てる力を十二分に発揮 され、正々堂 々とスポーツマ ンシップにのっとり、その

技 と力と心 をご披露いただ くよ う希望 しております。おわりに、本大会開催のために多大のご理解 と

ご協力を賜 りその準備 にご苦労 いただいた地元関係各位、並びに大会役員の方々に対 して心 から感謝

の意 を表 してあいさつ といた します。

歓 迎 の こ とば

滋 賀 県 知 事

武 ホ寸 正 義
真夏の太陽の もと、雄大な湖 と四囲の山々がひときわあぎゃかに望 まれる、ここ湖国の地 に、皇太

子殿下ならびに同妃殿下の御臨席 を仰 ぎ、全国各地 から元気はつ らつたる高校生諸君や役員の皆 さま

をお迎 えし、昭和 54年度全国高等学校総合体育大会 を開催で きますことは、まことに喜びにたえませ

ん。 105万県民あげて心 から歓迎申 しあげます。

晴れて本大会出場の栄誉 をになわれた選手諸君、母校 と郷上の名誉 にかけて、日頃鍛 えられた力と

技 を存分に発揮 してください。

本大会は、
ミ競お う技 深めよ う友情ミのスローガンのもとに、真に若人のスポーツの祭典 にふ さわ

しい大会 を日指 しております。

選手諸君は、力の限 リフエアプレーに徹 した競技 に終始 していただ くとともに、この大会での出会

いを生涯にわたる友情の きずなへ と高められるよ う期待 しております。

また、本県は清 らかな水 をたたえた琵琶湖 に象徴 される美 しい自然 と、数 多くの歴史的 。文化的遺

産 とに恵 まれております。 この機会 に是非 とも、これらの一端 にも触れ られて、青春のよい思 い出 に

していただければ幸いです。

終 りに、本大会の開催 にあた り、各方面からよせ られました多大の御尽 力に対 し、深 く感謝 いた し

ますとともに、選手諸君の健闘 をお祈 りしまして、本大会 が実 りの多い大会になりますよ う念願 し、

秋迎のごあいさつ といた します。
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ようこそ びわ湖大津ヘ

大 津 市 長

山 田 耕二郎
水 と緑 と千年の歴史 に青 くまれたここ大津市に、全国各地 から選ばれ ましたすがすが しい若人 をお

迎 えいた しまして、昭和54年度全国高等学校総合体育大会 を盛大に開催で きます ことは、今 日まで競

技会場等の諸施設万端 を整 えお待 ちしておりましただけに感激 もひとしおであり、20万市民 を代表い

た しまして心から歓迎の意 を表 します。

本年は児童権利宣言の採択 20周年 を記念する国際児童年にあたりますので、この年にふ さわ しい大

会 として盛 り上げて参 りたいと存 じます。厳 しい予選 を勝 ちぬ き母校の栄誉 と郷上の期待 を担 って出

場 されます選手の皆様方には、「競 お う技 深めよ う友情」の大会スローガンのもとに、日頃の クラブ
活動 を通 じて学ばれた成果 を遺憾 なく発揮 されるとともに、お互の友情 と交流 をより深められこの大

会が青春 を謳歌する実 りあるもの となりますよう願っております。

湖都大津は紺碧の琵琶湖 を前に し、背後 には日本仏教発祥の地比叡山延暦寺 を始め散々の名所旧跡

を有する古都でもございます。

この機会 に自然 に恵 まれた美 しい大津のまちの風情 と豊かな人情 に規 しんでいただ き、滋賀総体 が

高校生活の良 き思い出 としていついつまでも心 にとどめていただければ幸いと存 じます。

最後に皆様方の御健間 をお祈 りして 2年後 に開催 されます「びわこ国体」 に、再びこの地でお会い

で きますことを念願 して歓迎のことば といた します。

滋賀県立大津商業高等学校

生徒代表 田 中 満智子
皆 さま、私たちの滋賀県にようこそおいで くだ さいました。

厳 しい予選 を勝 ち抜 いて、母校の名誉 と郷上の期待 を担 って、全国大会 に出場 された皆 さま方 を、

地元高校生一同、心 から歓迎 いた します。

私 たちのふるさと、 さぎ波 うち寄せる近江の国は、琵琶湖 を中心 として、古い歴史と豊かな自然 に

恵まれた所です。

万葉の音、柿本人麻呂は「夕浪千鳥」に託 してまぼろしの大津の都 をしみ じみと詠いあげました。

その人麻呂がたたずんだ浜辺 もこの会場のほど近 くであったかと思 われます。皆 さま、 この昔 ながら

のふ るい湖いっぱいに、新 しい青春の議歌 をはつ らつと響 きわたらせて くだ さい。

今大会のスローガン「競 おう技 深めよ う友情」の言葉 どおり、日頃鍛 えぬかれた力を十二分に発揮 し
て技を競い合い、そして友情の輪を大 きく広げて高校時代最高の思い出をつくっていただきたいと思います。

滋賀県は人口 100万人あまり、高校生の数も 3万 7千人に過 ぎません。私たちは、小 さくても、心
のこもった、いわば駅弁の味で皆 さまを、おもてなししたいと思っています。 どうぞ、いつでも、 ど

こででも、気軽に私た ちに話 しかけて くだ さい。

今、皆 さま方の前には、真自なカンパスが置かれています。明日から始 まる熱戦 と応援 の渦の中で、

その純自のカンパスが、一 日一 日と、みずみず しくいろどられ、すば らしい協同作品がで きあがるこ

とをお祈 りして、歓迎のことば といた します。
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昭和54年度全国高等学校総合体育大会役員

名誉 会 長

名誉■会長

会   長

副 会 長

名誉 顧 間

顧   間

河野 謙三

武村 正義

風巻 傷蔵

石渡 経夫

田口 達造

西村 昌治

内藤誉二郎

高村 坂彦

帖佐 寛章

藤原 哲夫

山口 久太

牛場 信彦
八田 一郎

高城  元

百合野 稔

根岸  正

猪狩 貝」男

竹下喜八郎

斉村 竜雄

小松 直行

井上 敬一

大谷元太郎

林  貞雄

川瀬 正己

西田 八郎

文室定次郎

谷村久太郎

岩崎 定男
井伊 直愛

山本 忠八

寺村 信次

横田正治良

鈴村半二郎

寺村喜代次

伊庭  実

西尾  正

良 三 仮谷 志良林田悠紀夫  岸   昌  坂井 時忠  奥田

長浜 英作

加藤  潔
大島  寛

坂本 朝一

井内慶次郎

福山 信義
戸井 一喜

鈴木 祐一

稲山 嘉寛

竹下  登

枡岡  智

河合 尭晴

浜岡  晋

三浦  浩

船水 光行

天野 誠吉

高田  通

根津 哲夫

西沢正三郎

石居 良造

岩崎  武

瀬崎 博義

西居 義雄
森島  進
早田 昌二

片山喜二郎

田中  寛

藤井 逸忠

黄地 安男

中野 正雄

平田 耕一

安井 和次

野中 広務

阿部

山本

九鬼

茂

磐

貴男

一郎

晋一

柳川 党治
小谷  望

岡野俊一郎

青木 半治

柴田 勝治

小宮山英蔵

滝口  宏

鎌田  久

永松 英吉

林  克也

細川 熊蔵

堀 四志男

石田 壮吉

湯野 正憲

西村 政之

中山  正

石井 義雄

河本嘉久蔵

上村 良輔
藤橋 憲司
栗本藤四郎

井狩 貞之

宇野  勝

万本英一郎

山田哲二郎

西出 宗司

福永 松雄

奥野 茂男

荒巻 襖一

諸沢 正道

荒川 清美

佐藤 朝生

藤田  明

伊本 正三

斉藤英四郎

嘉納 履正

小林徳太郎

松平 康隆
山瀬 鶴夫

加藤 正雄

海林瀞一郎

田中喜一郎

磨井 洋一

広本 慶男

林   浩

宇野 宗佑

望月 邦夫

八日  植
森岡 忠美

柳原 太郎
山田正次郎

園田俊之助

西村亀治郎

遠崎 成吉

松井 俊治
堀本 隆夫

黒川1 義男

安達  勝

和  忠利
醍醐 敏郎
千葉 久三

平井富二郎

前田 義徳
安非  謙
松前 重義
長沼  健
古口 良治
林  敏弘
小日 政雄
土屋 興三
宮田豊太郎

桂  公平
前川1 尚美

橋本 順治
野口 幸一

中川良太郎

山本 吉春
望月 長司

勝部 憲二
春日 昴郎
宍戸 貞六
森田 忠蔵
森 新太郎
野村 政夫
森井 良一

小沢 康男
乾  昭三

飯沢 重一

中山 菊松
保坂 周助
田中 季雄
二橋  誠
伍堂 輝雄
本田 弘敏
睦田  清
松井  11

矢尾板 弘
斉藤 友治
田中 武志
岸田 文男

鶴見 浅次
栢分 次郎

吉崎 貞一

谷口 秀雄
山下 元利
奥村 悦造
本下修二郎

西川

山田耕

高田

市居

加藤晴

山本 澄雄

関口大吉郎

中塚  孝

青山 惚吉
川本  召F

中里

岸野

本間

小梶

忍

幸二郎
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(大 阪)

(兵 庫)

(奈 良)

(和歌山)

参   与

(滋 賀)

湯浅 佑一

若林 勝市

野田  孝

亀井 正夫

柴谷 貞雄

松下幸之助

北野 秀雄

竹崎 敏夫

常松  喬

西日 栄三

岡田 幸雄

坂本 一也

岡本  保

越渡 一一

加戸 守行

小林 貫二

山本敬二郎

竹長 敏夫

宮村 栄郎

光藤 芳夫

濱田 宣弘

稲葉  稔

山田 祐一

横関 昭三

西田 善一

重田 宗平

西尾新二郎

小川  浩

中島 二郎

馬澤敬一郎

川原崎幸二

安藤 明哲

森   泉

西田 清祐
八日 政雄

中沢 之男

湯浅 利夫

谷澤  允

池田正太郎

岩佐清三郎

大植 金平

青木精太郎

川勝  伝

田中 隆造

安田  博

小笠原 暁

岡田 秀大

自石 市郎

上田 繁清

岩田 渾一

冨和 宗一

井上 統二

鈴鹿  清

中谷  肇

赤司 俊雄

木崎 正隆

富和 宗一

山田  稔

戸谷 松司

田村  享

宮崎 辰雄

萩原清治郎

堀内 俊夫

中山 善衛

中西 孝失

松橋 求己
田中 義民
石黒  久
ホ島 利夫

西山  磐
山本弥一郎

佐谷  弘
金井 元彦
衣笠  哲

西川 良一

池田栄三郎

伊藤  登
山本 達男

菱村 幸彦

千田  玄

前田 耕平

藤森  慎
広川1 義信

釈  憲正
吉田 繁隆

中西 二郎
七里平一郎

市川 徹夫
福永 静哉
今井 安吉
藤田 利春
奥村寅二郎

若野 延治

奥村 章治
柳生 正雄
村田  勇
疋田 重治
林田 久一

吉岡 保治

外山  修

磯田 一郎

熊谷 典文

日向 方斉

高橋 哲雄

佐藤  宏
山口 義信

人代  薫

中村章太郎

杉田 岩松

鍵田忠二郎

高橋 正司

深川 長郎
小田島邦夫

鈴木  博
野村 健二

田中 邦芳
林田 光晴

桝居  孝

大島  靖

佐f自  勇

廣 慶太郎

藤岡 信雄

森脇  隆

外島 健吉

藤井 秀夫

藤枝 昭英

置本 庄司

岡田清二郎

宇治田省三

樋「1 秀夫

河田 親二

高橋  享

渡辺福太郎

上原 秋男

谷口 秀人

中出 幸一

文室 常男
文室 幸男
伊崎林一郎

山本督治郎

沢田 正信
澤田 重雄

古川l 康男

初田 育造
奥村  貢
稲本 嘉治
宮田甚兵衛

坂本 隆年
谷  邦夫

仲田 一郎

千  宗室

木下弥一郎

戸村 敏雄

大槻 正人

河内 義一

鍋岡 利明
仲佐 菊夫

門多 寿道

東  良一

吉原 孝司

西川  勇
渕田 正良
小林  隆
杉江 将一

菊地善二郎

門谷 源二

小林 重幸
日本 品三

前田 清規
河並 一郎
浅野  昭
梅影 八郎
平瀬  浩
森田 定夫
仲   勲
塩川 鎌一

城守 昌二

岡本麟太郎

新岡 精弥
堀内 肖吉
西谷 寿道
岡田 政敏
古谷  悟
世喜良 栄

岸  謙一

布施  進
水森 二郎
柿本 克良
丈達甚治郎

佐生金次郎

西村半兵衛

尾木 敏蔵
勝山 園誠
布留宮清治

川上 敏夫
瀧回  勇
青木弥寿一

本津 次郎

中村 次男
芝田 正和
猪飼光二郎

村崎 章一

川崎平次郎

飯住 作英
中野 宗平

野田村一司

稲塚 嘉雄

釈迦 義海
山田豊二郎

山本  実
上林 義道
瀬川1 欣一

城戸

藤田

川北

小谷

武

勝

(京 都)

8

秀夫

静夫

智世

隆一

高橋

前田



(大 阪)

(兵 庫)

(奈  良)

(和歌山)

大会委員長

大会副委員長

大会委 員

(滋 賀)

(京

(大

(兵

(奈

梶原

増谷

丹列4

北内  斎

沖野 利夫

福島 道太

桝岡 義明
柏原 ネ自一

幸田 木之
川上 哲夫
原見 卓郎

和幸

喜一

正美

塚本 修三
人耳 順朗
田鳴 高夫
谷 宇一郎
岡田 勇夫
内藤 俊雄

田渕 和彦
中島 勝政
八木 勇蔵

小滝 敏之

石井  一

卜部 安子

杉山 重利

峯   昇

石垣 勝二

杉浦

中村

安好

団栗  動
室谷 文男

宇田川博光

泉  芋第二

若林  繁
館野  進
長尾 正男
黒本 武彦
金子  借
久谷 清矩
寺坂 茂治
富田 横男
赤星 秀年

西沢

近藤

遠藤

藤田

武良

井上

幸三

由昭

迪夫

三宅

植見

竹下

秀彦

房男

正

三井  勝

平岡 宕峯

嶋田新太郎

工藤 信推

林  初男

野中  乾

遠藤 敬一

高橋  毅

中‖1 周三

蛭
"1  
博

光水 教之

木下 好通

宇地原徳淳

山本  集  長野 元泰
中山 信正
菅川1 健二  米田  恵
福井  裕  槙  義雄
吹田 大輔  井上 増吉
塩見 幸雄
滝   責  須田 二郎
米田市太郎  藤井 宗治
緒方勇一郎  北田  章
河本  清  寒川 次郎
尾藤 昌平  神前美津男
鈴木 英久

花輸 民夫  自銀 茂夫
村本 良二  小田 逸人
下村 平八  後藤  淳
遠井 稔男  宍倉  博
獅子堂正隆  棚橋 嘉勝
大場 淡路  浅田 光男
鳴海 哲男  渋谷 恭一

鈴木 正一  雨海左武郎
小池 一正  根岸  昭
伊藤 昭治  田中  登
高尾  茂  赤沢 散雄
井手上 旭  田原 敏雄
幸重 和治  内之倉忠男
近畿 2府 4県実行委員会委員

下郷 平三  種田 信幸
青木 泰造  坂上 啓一

坂  松男  中村 久男
森田治右衛F]  藤谷 永久
井上 幸夫  森島 正三
堤   俊  高田 浩一
国松 嘉仲  片岡 輝久
峰谷 留吉  柴田 享三
谷  文生  田中 信治
佐藤 昌氾  藤本 吉一

松尾 勝清  中村淳一郎
林  宏明  山中 幹夫

今井

山和

自川

良夫

俊夫

匠

吉田 道雄  遊津  孟  与謝野 健  阿部  宰

史

勲

正

康

奥村 博昭  本村鷹之助  谷  義一  茨ホ 基則

脇坂 徳夫

入倉 富夫

小沢洋太郎

井谷 正気

上野 幸一

小野 時男

佐藤  浩

大塚 敏男
山田 文威

塩沢 伸介

伊藤 秀樹

野口 嘉代

床次 忠義

(519人 )

可須水義俊

河原 保男

岩崎 一也
二宮政太郎

西村 富雄

片桐 祐輝

慈幸 嘉一

菊地  章
川口 玲雄
原岡 賢吉
友末 弘三
川本  保
館岡昭之助

倉持守三郎

中川  毅
西川  郁
下泉 芳文
松添 俊一

後藤

完廿

宇野

脇

山内

沢

秀元

彰

叔男

明

隆

長寿

義

致

敏

三

都

阪

庫

良

山(和歌

9
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バ

日本パドミントン協会会長

大  津   市   長

滋 賀 県 知 事

全国高等学校体育連盟会長

全国高等学校体育連盟副会長

日本パドミントン協会副会長

滋賀県パドミントン協会会長

滋 賀県国体総体本部 長

滋賀県教育委員会教育長

滋賀県高等学校体育連盟会長

大津市実行委員会実施本部長

大津市教育委員会委員長

小松 直行  高田  通

井上 敬一  根津 哲夫

松葉徳二郎  字野 宗佑

河本嘉久蔵  望月 邦夫

大高 道夫  仲川半次郎

大久保昭教  西居 義雄

小林  隆  柳原 太郎

岩崎  武  石井 義雄

岩内 次郎  内池 五雄

金井 長純  北川1 直三

佐藤 清一  世古  正

土井 義成  中島誠之輔

西田久次郎  初田 忠男

古川 静三  松井 佐彦

柳田 包義  吉村 博雄

松田九左街門  上原  宏

田中 久蔵  岡山 四郎

西村 周司  野田初太郎

中鳥茂右衛問  嶼い捕抄欠郎

ン競 技 大 会 役 員
ヽ

ｒンヽヽ
ヽ

ド
・

名誉 会 長

名誉副会長

名 誉 願 間

大 会 会 長

大会副会長

顧   間

本田 弘敏

山田耕三郎

武村 正義

風巻 孫蔵

石渡 経夫

本間  忍

山本  馨

広田 兼敏

紫田 勝治

栗本藤四郎

林  貞雄

中山  正

小梶幸二郎

山田豊三郎

柿本 克良

石田 壮吉

湯野 正憲

野口 幸一

川瀬 庄平

橋本喜三男

本原貫一郎

林   浩

山田哲二郎

上田  彰

倉橋  紀

高田 敬子

中野惣太郎

浜田昭市郎

三品 光三

岩崎 定男

石堂  豊

山本 清一

疋田 龍男

松田 兼男

長浜 英作

鶴見 浅次

岸野 晋一

森友徳兵衛

磨井 洋一

田中喜一郎

桂  公平

山下 元利

桑野  忠

吉原  稔
八耳 哲雄

橋本 順治

中谷 寿夫

岡田正九郎

小池  清

谷  茂夫

中山  忠

馬場  敏

森  茂樹

八日  植

中島 二郎

村井 正夫

服部重太郎

中山 峰夫

阿部  茂
田日 達造

中里 一郎

加藤  潔

岸田 文男

自山源二郎

瀬崎 博義

相井 義男

石居 良造

西田 善一

川瀬 正己

一宮 亮一

大橋  勉

阪日弥平太

寺田 武夫

長田  稔

深田 作治

山[コ 孝雄

長尾 二郎

中川良太郎

田中 和男

中野  博

川元 清次

松下

小日

正寿

政雄

宮田豊太郎

石渡 俊一

西田 八郎

炭本 宣昭

大谷元太郎

西川1 良三

谷回 秀雄

人口 圭介

大塚 英一

斉藤 米三

谷山 成樹

南部 政一

藤井 信一

人木  修

佐藤伝二郎

奥村 悦造

竹谷 健三

中野 久雄

横江 山一

篤秋 中
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参   与

田口 二郎

林  敏郎

鈴木 英久

千田  玄

前田 耕平

藤森  慎

大島  寛

上原 秋男

谷口 秀人

角田 賢三

山本祐二郎

岩崎 純三

中村  伝

後藤  淳

坂日・常博

安藤  明

横尾 秀夫

山本 佐蔵

三宅 純夫

山本 昭和

大槻 正人

山本 善治

勝部 憲二

井野

饗庭

松野

安藤

吉田

村木 良二

小田島邦夫

鈴木  博

野村 健二

九鬼 貴男

光藤 芳夫

演田 宣弘

川端 昇市

森   康

日野 貞夫

原 二三男

安西 武二

中尾 喬一

俊成  薫

藤田 義光

浅田 由男

原  利一

吉田 一郎

富田 昭司

仏性 紀夫

杉中  巧

川越  進

久ホ 竹久

久野彦二郎

本郷 節哉

山田 早苗

辻  喜正

奥村石次郎

近持義二郎

横関 昭三

内林 信雄

伊藤健次郎

松田庄之輔

原  邦夫

谷村 芳郎

花輸 民夫

河田 親■

高橋  享

渡辺福太郎

仲佐 菊夫

門多 寿道

東  良―

小宮 淳宏

松橋 藤吉

市川| 十郎

清水規短雄

神谷 一三

中川| 四郎

内藤  健

脇屋 長司

寺田 泰一

須藤 勇一

森下  武

後神 英雄

猪飼光二郎

仏性登代子

三津川健造

辻  享志

山本 繁一

馬渡 史郎

中西 白朗

山本 武雄

竹内 義一

布施 .進

渕田 正良

北川 忠之

勝見 信孝

中居 安雄

中島 郁雄

原田 庄蔵

自銀 茂夫

山本敬二郎

竹長 教夫

宮村  栄農|`

岡田 政敏

古谷  悟

世喜良 栄

宮沢 宏之

鈴木伝四郎

須田 勝勇

富下  明

永末 栄一

石田 祥史

結城 健輔

米九 芳男

中村 安蔵

獅子堂正隆

長野 美次

井上 五郎

影山 誠三

山田  右

中谷 兼次

森  喜造

稲田  晃

山崎忠右衛門

寺田喜久夫

石井美佐男

青山 義市

上村 良輔

水森 二郎

竹前  悠

今西 莞爾

初田 直道

篠原  武

諏訪 良夫

吉田 繁隆

河内 義一

鍋岡 利明

柏分 次郎

広
"1 
義信

釈  憲正

今井  先

地崎宇二郎

原   正

穴水 清彦

織田 喜一

今井 鎮一

天野 辰雄

四島  司

相澤 尚夫

善村 良中

野村 和男

谷口五佳夫

岩岡 廣之

森岡 忠美

田中 富野

田中 昭三

横田 治雄

田中 靖三

高本 昭二

浜本 嘉男

谷川 市蔵

坂口幸二郎

七里平一郎

市川 徹夫

奥岨 俊夫

土橋 宗雄

御影池龍一

人野 浅次

槌田 晃一

新岡 精弥

堀内 肖吉

西谷 寿道

西村 昌治

田中 邦芳

林田 光晴

伊沢 二郎

清藤 六郎

阿久津順一

吉川 芳男

失部 喜一

藤田 庸右

林  義郎

梶原 景光

稲福 盛輝

山本 吉春

松田  武

小松 久径

諏訪 二郎

早田 昌二

岩波 末彦

針谷 和雄

田尻 文宏

滝田 武雄

浜崎 元弥

西村栄次郎

園田  修

広瀬  修

芝田 正和

文室 幸男
―‐井 正信

田中 邦男

中井 幸一

破谷 隆夫

森  ′ヽ三

中尾 幸雄  横江  寛  原田正太郎  関日 英巧  岡本  豊

子
　
昭
　
一■

初

　

　

英

清
　
隆

郎岩見小三

柳田茂兵衛

山本 俊一

文室 常男

山本  悟

松村  勝

杉島 晴美

三宅 久雄

堀村 修一
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西  一郎 ・佐藤 守孝  |[i沢  礼一

小川 正男  芝田善之助  井上 昭男
初田  博  上田 正雄  青山  正

島崎 雅輝  竹内  馨  伊東 鷹i一

西  勇精  北脇 九一  ||1部  耕
小野 安正  林田 貞三  中川  清
文室 幸男  久保  宏

全国高等学校体育連盟バドミントン専門部長

全国高等学校体育連盟バドミントン専門副部長

滋賀県高等学校体育連盟バドミントン専門部長

滋 賀 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 理 事 長

小田 逸人  横山 正二  l‖村  薫
阿部 裕和  紙塚  博  西巻 育夫

斉藤  栄  保坂 和也  佐藤 秀夫

野路 恵一  中鳴 鎮也  田中 章喜

川原崎 敏  武田 博利  宮本  稔

石井  実  沢田 恭治  野村 淳平

築地 孝彦  春野 良三  南  直治

屋比久 潔  鳴海 哲男  渋谷 恭一

黒本 武彦  鈴木 正一  雨海左武郎

金子  倍  小池 一正  根岸  昭

久谷 清矩  伊藤 昭治  田中  登

川北 智世  福井  裕  三井  勝

赤沢 敏雄  伊藤 秀樹  光永 教之
田原 敏雄  野口 嘉代  木下 好通

内之倉忠男  床次 忠義  宇地原徳淳
青木 昭二  池田 昌道  坂垣 隆房

神沢  暁  北  義一  里見 光徳

福田  武  相場 清一  千亀山 正雄

1司本 武利  川上  弘  関根 義雄

野村 嘉明  花岡 牧夫  保坂 俊一

和田  寿  上原 正士  力Ⅱ藤 三夫

竹林 克彦  中村  隆  松橋  裕

高橋 重夫  上方  充  宮川 忠和
中島 寿藉  朝見 順一  大箸 昭司

吉田
~乾
二

坂本  実

堀井  衛

伴  一美

竹嶋 由雄

大田 佐享

大野  哲

池谷喜久男

自子 三造

大久保三郎

加藤  稔

伏島 光則

井 L

渡辺

古川

堀井

小林

川島

守

B召

武一

秀治

慶存

陸郎

委

大会委員長

大会副委員長

員

遠井 稔男
近藤  満
山本  博
沢  長寿

宇野 叔男

脇坂 徳夫

自岩 良二

唐崎 清一

長浦 音吉

大世古吉弘

山根  怜
越智 幸雄

吉田 信之
佐藤  浩
大塚 敏男
山田 文威

塩沢 伸介

慈幸 嘉一

下泉 芳文

松添 俊一

浅岡  武

伊藤 鉱一

杉田 安雄

五十里光秋

内藤 安雄

三須 徳次

村山 幸雄

須藤  博

桑澤 英晴

渡辺 成雄

森日 精一

森田 桂示

鈴木 裕司

河辺  満

不破  裕

三間 勝乗

小林  茂

勝賀瀬健三

山内 勇紀

遠藤 敬一

高橋  毅

中川 周三

姪川  博

寺坂 茂治

富田 槙男

赤星 秀年

伊藤 基記

今北 基夫

中山 広明

伊豆  晃

中島 寿繕
山根  怜
笠原 一男

加藤 寛治

遠藤 真男

河田 歳雄

入間 照雄

前田 耕作

飯田 良信

石橋 三彦

三宅  勝

佐f自 昌美

別府  照

館岡昭之助

倉持宇三郎

中川1  毅

西川1  郁

高尾  茂

井手上 旭

幸重 和治

小飼 栄一

井上 忠久

並本万次郎

内多小五郎

布引 修二

渡辺 雅人

沢

　

　

来

神

神

堺

宝

隆

暁

三徳

教夫
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ホ村  寛  吉田健次郎  高麗

東条 義昭  浜中  誠  富田

柿本 修宜  本郷 節生  川島
林  建二  山本  茂  藤上

寺田  寿  佐藤  賢  横田

辻  広之  藤上 良信  国領

増田 信治  浜 久美雄  藤原
平塚 善実  西原 四郎  富田

河嶋 四郎  根来  旭 ・中川
三田 俊雄  河上 哲昭  塚口

久保田良昌  釜屋 明和  前田

村山 省三  中西 哲順  中川
久保 明雄  徳谷  正  飯田

岡野 正義  土永  滋  宮下
大橋 克己  溝田 達夫  安福
平野多久治  脇   明  岩崎
渡辺 澄雄  阪口 伊織  有田

中井清八郎  藤田 輝雄  奥田

大津市学区体育団体関係者

都道府県高体連パドミントン専門部長

大津市実行委員会各委員

大津市実行委員会実施本部各班員

久義

善明

一郎

良英

好弘

迫則

健二

健一

朋子

賢治

秀樹

安雄

照男

雅男

修

栄一

有

勇

日本 武利

山本 能也

藤本  滋

花房ふさ子

安沢 武雄

井上 三男
山本 新一

中数 高志
平岩 晴雄

堀江  泉

宇山 昌子

伊佐 恒範

西村 幸雄

林 伊和男

三木 正幸

藤野 正一

須田 克己

安倍 淳美

和田  寿

尾崎 公男

木村 孝英

岡林 恒夫

西村 弘幸

三上 昌男

峠  勝也

横山 昌弘

金海 柄根

荒川 達男

角井 英子

松下 良勝

佃 幸太郎

福井  貢

初田 和明

藤井  滋

津守 幸介

東田多美男

仲村 寛市

山中 保一

川戸 健一

日中 英明

脇坂 重之

小嶋 清治

山脇 昌子

小梶 隆司

服部 直子

神前 洋子

中西 健次

西岡 義男

丹治 弘之

沢村 憲次

倉田 輝夫
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運

義一

博

寿

健一

新一

貝

月月子

治

匡志

役 員

久保

吉田

松村

森下

高田

井上

宏

早苗

澄江

明美

初美

敦子

総務委員長

総務副委員長

庶務会計係

受付案内係

接 待 係

宿泊観光係

会 場 係

警 備 係

誘 センター係

競技委員長

競技副委員長

会場主任

進 行 係

記 録 係

沢  長寿

森田 桂示

角井 英子

桑原 和恵

松田 有子

山極 栄子

相井 治栄

三宅登記子

吉川新太郎

江隅 義夫

苗村 和正

村山 綾子

柴田留美子

丹羽 さめ

遠藤 元子

松田 幸雄

三田村伸之

川瀬 武夫

小川佐智江

中島 俊文

菊地 康子

平野 よし子

田川 浩美

森田 雅子

竹内満寿枝

中川1 昭子

松井弥寿男

井上 三男

清水 宗次
山本 裕子

中西 弘子

北川 澄子

小島やす子

峠  勝也

中村 和樹

西田 秀男

国領 迪則
山本 頼子

浜口恵美子

辻田真理子

大塚トモ子

北村 初子

西村 弘幸

奥村 外子

西井 きの

前野 菊子

堀本 佳代

沢田とよ子

沢井  清

北村 信作

中川1  操

斉道 説子

河原登須子

武田 博利

村山 省三

椙奉真由美

吉崎 治彦

鈴鹿須美子

久保 陽子

小堀 泰道

横田 好弘

岡林 恒夫

小野みつ子

太田たき子

山田 昌子

徳谷  正

中村 典子

西村 久枝

西條 和子

東川  衛

松本 義夫

立 立

兄兄 オ支

福山  稔
山中 保一

太田  稔

中村 清美

中山 清美

草野 薫子

清水美穂子

北オす  信f乍:

大世古吉弘

三田 俊雄

中西 哲順

河鴫 四郎

吉本 了恵

田中 澄子

中村 祐子

上原 泰子

高橋 淳三

藤田伊之助

今井  続

今津 きり

住吉 史子

松本 直美

石橋

堀江

田中

山田

三彦

泉

英明

道義

鈴鹿富美子

山下 晶子

吉田久美子

西原 四郎

前田 秀樹  菅原 碩信  箕田 正道

熊谷 直道  大田 佐享  大林 章雄  駒井 久夫

役 員

」ヒ

山本

寺田

近藤  満

辻  広之

駒井 朔男

塚ホそとみ

古松 了祐

西川 久男

滝  洋子

小林 和子

畠中 千畝

戸

本

井

川
　
山
　
岩 三義

雄

薫

美久

含
Ｈ

浜
　
三

辰己

中川

村田

早田
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金沢 滋典

営

救 護 係

放 送 係



選 手 係

コート補助員係

審 判 長

副 審 判 長

主   審

表 彰 係
プラカード係

日

河上 哲昭

脇坂  駿

大嶋 良二

石田  尚

秋元真理子

宇野 正造

広田 敏夫

青木 昭二

花房ふさ子

久保 明雄

近藤 邦夫

三上 昌男

藤原 健二

山代善史行

若村 弥生

山脇 昌子

増田伊智郎

荒川

上野

西田

大音

北村

増田

藤田

達男

親義

勝司

寿士

邦男

信治

正美

根来  旭

片山 義教

西村 金治

松本 美彦

連 ひとみ

秋道 広次

西上  薫

田中  聡

中島 秀夫

内田 敏樹

脇坂 重之

奥村 俊治

河瀬美代子

岡野 江美

夏原 常明

吉田 幸雄

半」

安沢

安沢

田中

荒木

山元

吉田

田中

山下

橋本

西村

朝倉

瀬川

嶋瀬

北村

山本

直彦

牧子

秀夫

徳三

偉三

宏

ホ村 孝英

森居 佳夫
山田 杉男

北村 浩士

伊佐 恒範

徳谷  正

今荘  茂
久保田良昌

木村 朝実

吉永 保雄

国領 建男

角 佳代子

荒木 雅男

植西 晴彦

藤上 良英

横山 昌弘

平塚 善実

西嶋 良年

北岸 陽子

仲谷富美夫

坂口 典子
小嶋 清治

林  吉明

酒人立昌雄

川崎 勉雄  こ

伊藤 政弘

西川 伊平
沢村 敬二

八軒 新一

今尾 文明

榎並美佐子

沢田登志子

矢部 忠司

員客

武雄

良夫

正民

俊典

功

繁喜

修司

勝義

宗典

式 典 表 彰 役 員 ■

婦
行
送
場

式

進

放

会

係

係

係

係

内

楽

泰

手

送

受付

選

国領

川戸

早田

堀江

藤田

小堀

松本

岡林

服部

村山

村田

建則

健一

匡志

泉

正美

泰道

義夫

恒夫

直子

省三

治

寺田

田中

石田

江隅

北村

松田

宇野

三田

神前

山本

伊藤

寿

英明

尚

義夫

偉三

有子

正造

俊雄

洋子

宏

政弘

辻

古松

辰己

河嶋

熊谷

久保

広之

了祐

貢

四郎

直道

脇坂  駿

奥村 外子

藤上 良信

吉川新太郎

西村 弘幸

大島 良二

夏原 常明

林  寛子

浜 久美雄

森田 雅子

脇坂 重之

北村 邦男  松田 幸雄

大田 佐亨  菅原 碩信子
　
三

陽

徳嶋瀬

輸

- 15-

シャトル係

連機報道相示係



高 島 高 校

堅 田 高 校

大津商業高校

大津 高 校

石 山 高 校

補

中西 正喜

清水 晃敏

神田 喜彦

増尾ひとみ

伊藤久美子

尾田富美子

南  広助

川村 忠広

千田 尚史

大谷多美子

谷  早苗

阪口与紀子

三田志とみ

高橋 幸子

金谷 幸子

善積美奈子

原  扶佐

八ホ 緑
寺崎 幸枝
吉田 哲朗

大森 明美

矢野千あき

水嶋 由美

小塚 淳子

岡本 文子

川村 容子

上谷 尚三

中野 良文

寺西 孝司

田中 彰浩
ホ村  智

島田 寧子

児玉 節子

伊藤 芳明

山本 治幸

山極 浩敏

田辺 俊明

杉江 順子

金田 敦子

安原由利子

下尾 博文

田中  努

寺田 和人

上田いづみ

友田 佳子

田中富美子

藤野 晴美

若井 清美

北村美根子

八田 章代

億本 雅子

小見山美樹

田端 英樹

西  裕子
山本 房子

林  三季

堀池 美穂

河合 純子

原田万木子

疋田  隆
広瀬 元行

林  和彦

岩見 行浩
竹川  勉

正ホ美佐子

坂回 嘉弘

中島  孝

霜降  清

小林 伸也

道山俊一郎

石倉 由美

八田 洋子

日野 淳子

塚本 一浩

田中 義樹

三津川延大

澤恵 美子

安東 和美

松倉 真理

橋 久美子

正田美智子

溝尻百合香

神田みゆき

今井 敏夫

岡本ゆかり

中谷 一郎

西村  功

深川 千夏

薮内 良子

沢田さつき

弘子

春樹

回山 裕子

尾田 佳美

今井 明美

小森富美代

阪口 人美

横江 則子

和田 典子

長谷川武司

村上 真弓

赤崎 雅子

藤本 幸子

栗本 泰美

坂本 朱深

古田 裕子

原田ちか子

町田 典代

谷口 貴志

田端 英樹

森崎 隆之

永谷 政和

竹内みどり

橋本たか子

岩瀬 英幸

北野 宮樹

北川 利明

福島 芳郎

奥本 一美

前川 散美

堤荘 素子

中野ゆかり

松尾 重朗

上原 清麻

山本 誠子

安田 明美

森岡 清美

沢田 里枝

本郷 浩美

高井登美子

前田 智子

森  富夫

黒田 紀子

夏目佳代子

西村 康子

森  美紀

下野 静香

山田 佳美

山田 芳栄

木戸 幹夫

中山 和彦

岡本 保知

石倉作富美

藤田寿津子

西沢 裕子

宮田ふさ江

上坂 法子

大東 光政

岡村 吉隆

中村 文子

石野 記子

岩嶋智校子

山本 康子

木下 由美

若枝久美子

倉田 格子

市 由美子

寺田 光子

奥谷 佳子

安達美代子

保利美代子

植木 紫乃

山本 裕美

中澤 和己

福谷 明吉

駒井 武彦

員
■
″
日
“

瀬

脇

森

早

北 昌三

上阪 益美

寺岡 幸子

法 真樹子

上坂 千里

古川 清美

飯田 浩子

奥村 典子

今井  晃

吉田 哲朗

宮崎浩一郎

辻  豊次

小林 正季

山本美也子

山本 昌彦

山本 英樹

辻

塩田

青山

市村

吉田

岡角

隆

孝秀

淳子

兵澄

和司

良博
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吉川  薫

中井 信吾

吉川 裕子

伊藤友紀子

大徳  博

姉川1 義忠



東大津高校

草 津 高 校

野 洲 高 校

八幡高校

八日市高校

八日市南高校

愛知高校

彦根工業高校

彦根西高校

彦根東高校

米 原 高 校

守山女子高校

山本 美喜

天野 ―哉

福原 朋子

谷村 昌美

藤田 浩道

山元 良広

多田満寿美

藤田 浩三

山梶 真代

田中 幸代

大坪 英治

寺嶋  武

長瀬 幸子

大林 秀子

辻井
・俊次

松浦 浩子

川副 将士

蚊野 孝之

徳田 千春

'可

口 ,羊之

ホ村 和茂

寺倉 孝幸

井嶋  均

西崎 之隆

田中  薫

森嶋 尚子

和田 明美

福島 孝義

中西 則子

中田 明良

長谷 直三

杉浦 洋子

大地由紀子

田渕 弘子

岡田 紀子

橋本 和美

越後 和美

植野みのり

日本  学

檜原 智美

岡部 好恵

山田 隆司

下笠晃次良

黒川亜矢子

北村 良昭

村田千代美

塚正 恭子

山口 信彦

山田  武

西村 夕子

小西喜久男

林  悦子

北村美喜子

瀬川乃里子

杉村 淳雄

辻  典子

藤野 茂之

中條 隆夫

山本 憲次

田中 正司

山本 初嘉

石井 美春

澤田 祐子

駒村 知宣

前田  潤

川内  隆

西村 英司

宇野 嘉嗣

武田 睦子

西沢 正勝

仲川1 智子

山本 厚子

園田 吉明

加納  学

川瀬 圭子

臼居 利幸

三崎 洋子

藤原 英治

深田 千春

富田 浩治

田中千恵子

小鴫 睦三

細野  博

細田  仁

高ホ 敦裕

若原 秀規

寺村 幸子

田中 真弓

竹内 政美

澤田 邦子

七里 英幸

溝井 由美

吉田さゆり

澤野美津子

田井中 誠

松永 幸子

山本 秀子

和田 陽治

加藤 雅美

中塚 弘美

重田 健仁

大橋 昌栄

北村 義久

丸山 忠幸

奥野  操

瀧澤 和久

池尻 良文

北川1 直樹

北川 忠志

小川1 圭子

野村美佐絵

藤井 慶子

上森  茂

中村和佳子

矢野 博久

大谷千寿代

小山田きとみ

武中千恵美

新我 英二

木村 直子

中澤  正

徳本富喜子

山口 昭子

森本  稔

井ノロ艶子

川瀬 滋人

藤堂

蜂屋

康裕

信己

高橋 秀典

伊丹 幾子

原 千佳子

奥井 久之

園田敬太郎

堀野 玲子

西川 裕子

中川美砂子

川端 博司

友重みさき

野口 成美

山口 武司

知子

宏

昌代

清美

浩司

■

村山 重治

小西 辰也  り‖副 淳一

福永

馬場

L田

吉田

轟

小林

渭水

高居

洋

知子

智子

ヽ

牛尾日忠幸

伴  有子

本田 清治

藤水 京子

福嶋 紀仁

小倉 辰治

井入佐代美

本村 玲子

石原さゆり

黒川 稔子
山岡 雅子

中村 和美

中村美智子

加藤 康博

大橋 由佳

北川 高志

小泉 千鳥

杉江 広子

市田 政枝

田付 トモ子

福岡 明美

今堀 直彦

村田  均

小財真由己

堀川1 孝一

菅原 弘子

大町加寿美

西村 良美

山本英津子

山口 啓子
内林美加子

中村 節子

中川1 繁政

出蔵靖二郎

大地由美子

川村 幸子

津田かおる

堤  淳子

松澤安津子

山本 滋男  梅本 浩司

土川

益田

荒木

幸子

弘子

千嘉

滋賀女子高校
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比叡山高校

近 江 高 校

近江兄弟社高校

津田 悦男

間芝 暢之

本間 真巳

小林  隆

寺田 弥生

祖父江秀雄

猪飼 和美

広瀬 裕子

二藤部 純

中條 展男

山口  靖

毛利美千代

中川1 重和

山田 道子

土居 俊之

永田 真里

筒井  豊

瀬川 信二

小池 香織

神田みゆき

小竹 ネL子

白子きく枝

服部由美子

坂本 昭文

馬場 一広

中澤 智美

安達 憲二

山本 光秀

西條  隆

山本 康司

岡本 見三

太田  豊

山本 義和

横井 弘明

野沢志津子

荒木 雄司

辻

本郷

岸本

塚本

東川

高本

布施

馬場

相

寺田

篠原

和田

新庄

外村

明美

公子

弥生

淳子

愛子

胆二

博行

治美

清祉

真澄

義人

志朗

厚

元嗣

福井伊知郎

泉本久美子

西澤 源司

大塚 友美

岡角 孝子

沢田 安江

斉藤麻理子

小西 幸子

村田 由紀

桂田 純子

西村 美香

立入 綾子

曽和 啓子

高瀬美恵子

成田 昭美

端  正彦

奥野 兵澄

山川1 里美

平川1 博之

山本由美子

長尾 健治

細川寿美代

北垣 明美

北川由美子

松井 浩子

仲川 敦子

原田  智

奥村美奈子

山崎 香織

山本  論

近藤 啓正

中村 武司

前田久美子

日根野信男  松田 英雄

森井 暁子

山村  徹

岡田 孝子

竹中 端子

山田めぐみ

村上 淑子

自木  忍

長村 朝子

・明
　
秀

‐千

正

本増

辻
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〔練  習〕 7月 30日 (月 )

7月 31日 (火 )

S

8月 3日 (金 )

8月 4日 (上 )

〔総合開会式〕 8月 111(水 )

〔30周年行事〕

レセブ ンコン

大  会   日  程

9 :00～ 16:(】 )

堅田高校、雄琴小学校、坂本市民体育館、坂本小学校

9 :00～ 16:00(8月 1日 は 8:30～ 10:00)

堅田高校、堅田中学校、雄琴小学校、坂本市民体育館、坂本小学校

中央小学校、平野小学校

9:00～ 16:(X)

堅田高校、堅田中学校、雄琴小学校、坂本市民体育館、坂本小学校

15 :00～ 16 : 20

大津市皇子山総合運動公園陸上競技場

17:30～20:00 ホテル紅葉

17:30～ 18:30 大津市民会館

9:∞～18:00 学校対抗戦  1回戦～ 3[l戦

男子 皇子が丘公園体育館、唐崎小学校

女子 大津商業高校、皇子山中学校、唐崎中学校

言き 念 式 典

(開 会 式 )

〔競   技〕

7月 31日 (火 )

8月 1日 (水 )

8月 2日 (本 )

8月 3日 (金)9:∞ ～16:50 学校対抗戦 準々決勝戦～決勝戦
表 彰 式

8月 4日 (土 )

8月 5日 (日 )

8月 6日 (月 )

男・女 皇子が丘公園体育館

8:30～ 17:00 個人ダブルス 1回戦～準々決勝戦
男子 皇子が丘公園体育館、唐崎小学校
女子 大津商業高校、皇子山中学校、唐崎中学校

8:30～ 17:00 個人戦シングルス 1回戦～準々決勝戦

男子 皇子が丘公園体育館、唐崎小学校
女子 大津商業高校、皇子山中学校、唐崎中学校

8:30～ 12:30 個人戦ダブルス、シングルス 準決勝戦～決勝戦
男・女 皇子が丘公園体育館

13:00～ 13:30

皇子が丘公園体育館

13:∞～14:30 常任委員会    ホテル紅葉
15:00～ 17:∞ 専門部長委員長会 ホテル紅葉
10:00～12:00 監督会議     大津市民会館

ヽ

〔閉 会 式〕 8月 6日 (火 )

讚〕 7月 31日 (火 )

7月 31日 (火 )

8月 1日 (水 )

〔会

- 19 -
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昭和54年 8月 1日 (水 )

大津市皇子山総合運動公園陸上競技場

役員選手団集合開始 (14:∞ )
ク   完了 (14:40)

予定時刻

12: 30

次 “弔

11月

順序

14 : 10入 場 締 切

場 内 レ ク リエ ー シ ョ ン

野 外 合 唱

マーチングバントフイールドショウ

軽 体 操

皇 族 式 場 御 着 席

3

14: 54

14: 55

15: 00

、
）

一
＾
。

旗   入   場

式   通   告

標

開

8

9

10

役 員 選 手 団 入 場 開 始

役 員 選 手 団 整 列 完 了

開 会 宣 言

国 旗 掲 揚

15: 01

15: 40

15: 39

15:38

15:4211 全国高体運旗、開催県旗等掲揚

12

13

14

15

賜 杯 、 優 勝 旗 、 杯 返 還

大 会 会 長 あ い さ つ

皇 族 の お こ と ば

祝

迎 の

選

）機

手

賀

代

県

表

民

一員

の

ギ
一

15: 44

15: 52

15:49

15: 55

16: 04

16:00

161 02

16

17

18

19 H * x Elro:oo
20 16: 07皇 族 式 場 御 退 席

役 員 選 手 団 退 場 開 始 16: 0821

22 役 員 選 手 団 退 場 完 了 16: 20

23 皇 族 式 場 御 着 席 16: 20

24 集 団 演 技 開 始 16: 21

25 集 団 演 技 終 了 16:42

26 16: 43

27

皇 族 式 場 御 退 席

了 16:44

- 20 -

昭和54年度全国高等学校総合体育大会

総合開会式次第

き

ろこ

と

と

(荒天時)

昭和54年 8月 1日 (水 )

滋 賀 県 立 体 育 館

役員選手団集合開始 (14:m)
ク   完了 (14:45)

順序 次 弔

開 「 ]

入 場 締 切

役 員 選 手 団 集 合 開 始

役 員 選 手 団 集 合 完 r

皇 族 式 場 御 到 着

予定時刻

l 13: 30

2

3

14: 30

14 : 30

14 : 45

5

(,

14: 54

皇 族 式 場 御 着 席 14: 59

7 開 式 通 告 15:00

8 役 11選 手 I'入 場 開 始 15:01

役 員 選 手 団 整 列 完 了 15: 16

10 開 会 宣 言 15: 17

11 国 旗 掲 揚

全国高体連旗、滋賀県旗掲揚

15: 18

12 15: 19

13

14

賜 杯 、 優 勝 旗 、 杯 返 還 15: 21

大 会 会 長 あ い き つ 15: 26

15 祝 辞 15: 29

16 歓 迎 の こ と ば 15: 32

17 皇 族 の お こ と ば 15: 37

18 選 手 代 表 宣 誓 15: 39

19 滋 賀 県 民 の 歌 15: 41

20 閉 式 通 告 15: 43

皇 族 式 場 御 退 席 15: 44

22 役 員 選 手 団 退 場 開 始 15: 46

23 役 員 選 手 団 退 場 完 了 15: 53

24 終 了 15: 54

寸

|

十一―――

1

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~■ ~~~

■__

|

―~~十

21 1
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順 序 次 ′i: 1肯 考

開 式 通 告 フ ァ ンフ ァー レ

出  入  膏  ‐
口 : バ | 三  百 競 技 委 員 長

国旗大会旗等掲揚 「君が代」

賜杯優勝杯等返還 大 会 会 長 「得賞歌」

大会会長あいさつ 大 会 会 長

歓 迎 の こ と ば 大津市長・生徒代表

競 技 上 の 注 意 審   判   長
選 手 宣 誓 選  手 代  表 ファンファー レ

表彰・感謝状贈呈

10 謝 辞 受 賞 者 代 表

11 ,: 辞 来 ri

12 閉 式 通 告

13 役 員 選 手 退 場

式

◎ 30周年記念式典 (開会式)

◎ 学校対抗表彰

◎ 閉会式(個人戦表彰式)

要   領
昭和54年 8′ l l lll水 1 人 ,■ 市 民 会 館

昭和54年 8月 3日 (金)皇 子が丘公園体育館

昭和54年 8月 6日 (月 )皇 子が丘公園体育館

血

順 序 次 第 備 考

役 員 選 手 集 合

開 式 通 告

成 績 発 表 競 技 委 員 長

ノ〔 彰 大会会長・NHK 「得賞歌」

閉 式 通 告

順  序 次 嗜l 備 考

役 員 選 手 集 合

開 式 通 告 フ ァ ンフ ァー レ

選 手 入 場 行 進 曲
成 績 発 表 競 技 委 員 長

表 彰 大 会 会 長 「得賞歌」

6r.r|-:) 大 会 会 長

`;苺
評 高 体 連 部 長

歓 送 の こ と ば 滋 賀 県 協 会 長

国 旗 等 降 納 「君が代」

10 閉 会 宣 言 競 技 副 委 員 長

11 閉 式 通 告

12 選 手 退 場 「ほたるの光」

-21-



注 意 事 項

□総 合 的 な注意

1.この大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本パ ドミントン協会競技規則、

国大会運営規定に準 して行われます。

2.競技場の運動靴は競技用と屋外用をはっきり区別して下 さい。
3.試合のため会場へ到着したら、「受付」をすませてから入場 して 下さい。
4.応援は ミ声援ミでなく ミ拍手ミで行って下さい。
5.そ の他は監督会議によります。

□競 技 場の注意

●学 校 対 抗 戦

6.会場へ40分前までに到着、学校対抗戦30分前までにオーダー用紙を進行係へ提出 して下 さい。
7.こ の大会は競技開始の順序を次のように行います。
(1)エ ントリーされている者は、全員10分前になったら選手集合所へ整列 します。

(2)集合完了と同時に行進で入場 します。

(3)あ いさつの後、直ちに試合を開始 します。

(4)ゲームの進行状態に応じて 2コ ー トで並行 して試合を行うことがあります。それについては別紙の

タイム・テープルの備考を参照 して下 さい。

8.棄権とみなすのは定刻30分前までに (ま たは、指示のあった時刻までに)オ ーダー提出がないとき、

又は集合の締切り時刻 (定刻10分前)に集合しなかったとき。

9.ベ ンチに入ることのできるのは、当該試合の選手集合所へ集合したエントリーされた者のみです。

10.すべて 2点先取で終了します。

11.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとします。

●個  人  戦
12.個人戦については会場へ定刻30分前に到着 していて下さい。

13.こ の大会は競技開始を次の順序で行います。

(1)監督 (ま たは、エントリーされている者のうち 1名 )と 当該プレーヤーは10分前に選手集合所へ整

列 します。

(2)集合完了と同時に行進で入場 します。

(3)あいきつの後、直ちに試合を行います。

14.棄権とみなすのは、集合の締切り時刻 (定刻10分前)に集合 しなかったときです。

15.ベ ンチヘ入れるのは13の(1)の選手集合所へ整列した者のみです。

16.選手の変更はいかなる理由でも認めません。

17.主審が認めた以外のタイムはいっさい認めません。

18.全試合終了のあいさつの後、コー トサイドのプラカー ド前に整列 し退場 します。

□審 判 上 の注意

19.会場内の付属物にシャトルが当ったときは、フォルトとします。

20.競技規則第12条、14条、16条、20条 などを特に精読 しておいて下さい。

21.つ ぎのような行為をしないように注意 しましょう。

(1)汗ふきや靴ひものしめかえ。

(2)サービスするまでに極端にながいサーパーの静止。

(3)極端におそいレン~バ ~の構え。

22.「抗議」はいっさい認めません。それとおぼしき言動には応 じかねます。不審なときは、礼儀正 しく

当該プレーヤーか監督が主審に「質問」して下さい。もしその判定に服しないときは、その試合を放棄

したものとみなします。

23.「異議」の申し立ては、書類で競技委員長に提出して 下さい。

- 22 -



昭和54年度全国高等学校総合体育大会

バ ドミントン競技タイムテーブル

8日 2日 (本 )

8月 3日 (金 )

皇子が丘公園体育館

3 7 !0

第
二
日
（
８
月
３
日
）

9 1(Ⅸ)～ 11 : 30

13 : 30～ 16 :(XD

16 : 20～ 16 : 50

B BT BT B T T
42 43 44 45 42 43 44 45

B BT B B T
46 47 46 47 46 47 46 47

48

学校対抗表彰式

8月 4日 (土 )

会 場 唐崎小
体育館

皇子山中
体 育 館

大津商業高体育館
唐崎中
体育館

ト
コ

皇子が丘公園体育館

10 11 12 16 !7 20 21 22 23 24 25 26

15

Ｔ

　

・

Ｇ

ｌ

Ｔ

，

Ｇ

て 10 11 15

20

7 8

7

21

8

22 23 17 30 19 13 22 23 24 25 17 30

28 29 34 36 32 33 20 21 26 27 28 29 36 37 32 33

第

一
日
（
８
月
２
日
）

9 : 00～ 11 : 00

11 : 00～ 13: 00

13:00～ 15:(Ю

上
寸

1普 |

15:00～ 17:00
37 38 39 34 35 38 39 40 41

会 場

コ

ト

皇子が丘公園体育館
唐崎小
体育館

11 12 13

皇子山中
体 育 館

大津商業高体育館
唐崎中
体育館

17 20 22 23 24 25 26

一
ｎ
一
６

11 1410

|

111 14 15
|
l 7 18 19 20 28 29 30 16 19 20 21 29 30 31

21 22 23 24 33 34 35 36 37 38 31
|

32 57 35 36 22 23 24 25 43 44 32 33 34

39 40 41 43 44 48 58 59 60 37 38 39 40 45 46 47 48 50 59 60

50 51 52 53 54 55 56 65 61 62 63

77 78

42 67 68 51 52 53 54 55 56 62 63 64

12 : 50～ 13 : 50
68 69 70 71 72 ４

一
　

１６

７

一
　

８

75 76 64 70 58 71 72 73 65 66 79

13: 50～ 14 :50
卜2 83 84 85 79 80 83 84 75 77 78 85 86 80 81 82

14 : 50～ 15 : 50
91 87 88 91 87 88 89 90

92 92 93 94

a
マ

-123-

Ｔ

４

Ю
‐１１ ||

「
寸
~

| |

~T~

.ll 12 13i18

2・1 25 2(, 2,

|| |

___ ||

［
口

111:30～ 13:30 ‖

654

会 場

112
コ

ト

「
l

15 : 50～ 16 : 50
|~市

時
間

叫■1卿到二降|

69

|

8 :30～  9 : 20

■一―十一十一―■―■

9 : 20～ 10 :

10 : 10～ 11 :

11:∞～11:50‖日
　
（
８
　
月

15 26 2, 2ヽ

8

_1聾

日 |
VI

第 |



ト
コ _

日

¨

21

6  7

皇子が丘公同体育館

4

会 場 ||

9 10

一　

０́

「
―
―
―
―
．

戸

１ ４

.3S

10125 26 27

Ｇ

ｌ 20 21

GζT~

13 17 20 28 29 30 22 23 24

6

10

415 27 28

大 商,11 業 本 館育
体 育 館

11 2612 25i3 22 23 24!4 2015 1916 17 18

唐崎小  上子山中

22 23 24 33 34 35 36 37

18 19

38 31 52 53 54

39

49 (,447 62 6345 46

30 31

34

60 |'1

7967 68 69 65

11 12 29

17 35 32

40 41 59

8180

91

|

90

81 85 86

76 64 87

|82 83

572 73 74 7

|

83191

80

77 78

81

50Ⅲ
|

4868 69 70 71

40 3841 3742 3643 5844 5745 5611ヽ 0う47 6048 58 59

50 4451 4t`52 4253 7854 7755 7656 7565 6366 61 62

70 71

8788

92

82

9492

72 73 74

()|'86 89
| |

8 : 30～  9 : 10

13 : 40～ 14 :30

14 : 30～ 15 : 20

「

~~~~~~~~
。
．
　

一
　

０
。

21
トーーーーーー

67

Ｈ

）

口|
間

月

: 10～ 9 : 50
11 12

1030～ 11

第

四
50～ 10 : 30

日 110

⌒

「

~

8巴

12

12 50～ 13 : 40

00～ 12 : 50

10～ 12 : 00

8月 5日 (日 )

8月 6日 (月 )

備 考

CI BT準決勝 (46、 47)、 GT準決勝 (46、 47)は lD、 lSを並行して行います。

②  BT準 々決勝 (42～ 45)、 GT準 々決勝 (42～ 45)についてもコー トが空き次第上記① に準 じ

て行う。

③ ll記以外の試合においても試合の進行状態に応じて2コ ートで並行して行うことがある。

コ ~ト
2 3 4

Ｄ

６

Ｇ

９

■ 1が丘公団体育館

5  6 7  8 9  10

Ｇ

９

Ｄ

５

Ｂ

９

´
０

Ｇ

９

Ｂ

９

第
五

日
（
８
月

６
日

同月

[
11 : 30～ 12 : 30

13:∞～13:∞
|
閉   会   式

10 : 30～ 11 : 30

8 :30～  9 : 30

9 : 30～ 10 :30
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,|

高

東

な

西

長

″

”

”

∞

,`

三 日 学 口 (兵 庫)

t  ,11  ■  陀 (■  オ)

出 ,晨

“

(島 根 )

字 治 山 田 (三 ■)

検   子    [(秋   口)

生 (群  ら)

吉   田   高 (新  潟 )

札  幌  清  I」 (南北海道)

“

児 島 商 (鷹 兄 島)

君   津   商 (千  葉) 1

境   お   工 (鳥  取) 1

男子学校対抗戦組合せ表 (49)(BT)
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千
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椰

石

ロ

全

石
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府

墟

正

宮

富

格

福

恙

贅   T(佐   賀)

子  田  正 (神 奈 ′1,

t(高  知)

全  タ  エ (国  111)

海 (,  知)

宮   高 (和 駄 ||)

山   商 (福  島)

|||(沖  縄

人 鶴 ヶ 【 (東  京)

工 (石   :||)

― (茨  城 )

西 (lut海道)

m)

中 (広  島)

南 (福  岡)

強 (奈  良)

崎   工 (言  ||)

円   西 (篠  島)

星 (■  都)

野 (高  山)

3ヽ

原 (大  厳)

松   商 (番  り||) 1

臭  姜  ■ (書  森) 1

濾 (長  崎 )

条   晨 (鶯  緩)

,  中  央 (長  野)

‖|(山  梨) 1

澤 (滋  賀)

市 (栃  木)

河  原  瀧 (宮  城) 2

阜   工 (岐  事)

晨 (人  分)
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棧烈なパワーを秘めながらこの軽さは、まさに世界新。
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四 條 暇 学 口 (人 ぽ)

111 形 嗅 lt 女 (山  杉)

||'  府  渇  |||(山   梨)

島   商 (億  島)

松
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昭
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字 治 111 回 高 (三
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口
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松
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破■ .1技

女子学校対抗戦組合せ表 (49)(GT)

l` ,6

ヽ

斬  潟  青  餃 (新  湾 )

江   高 (島  根 )

坊  商  工 (和 歌 山)

和  子  院 (千  葉)

輌 (沖  縄 ,

`拿

(滋  賀)

坂

関

和

川

安

周

彙 (長

南 (山

矢 (大

女 (京  都)

商 (歯  山)

32  人

34

内 商  工 (鹿 児 島)1

浜 立 I(11奈 川)1

“

(“  岡) 1

叡   山 (滋  賀 )

知  淑  億 (贅  知)

松   女 (福  島)

に

"|(福
  岡)

陽   女 (用  山)

通  寺   ・ (香  |||)

"1   
女 (群  馬)

代   」t(秋  田)

沢  向  出 (石  サ||)

山  華  疇 (広  島)
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人 鶴 丘 (東  す)

幌  静  

“

(市北海道)

葉  学  口 (青  蕪)

崎   商 (宮  崎 )

`   
女 (高  知)

′卜  ||1  域  市 (栃  木)

颯   山 (奈  良)

山   商 (■  崚)

賀    欠 (佐  賀)

車  女  商 (崚  阜)

城 ,

ロ ロ 学 口 (■ 庫)

"|   
口    女 (埼  ■)
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S‐8:カーボデラックス 6
従来のス トレー トシャフ トと異な り、テー

パーシャフ トのため、シャフ トの「シナ リ」

が大 き くなり、よリー層の反撥力が増 し、

アタックにレシーフに驚 く程のカーボンシ

ャフ トの特性が生かされてお ります .



男子個人戦ダブルス組合せ表 (96)(BD)

機藤 '告二・村 |: 英↑(熊 本・た 川 ■ 院)i

ド:す 和ネ ■ r上 `也 (福 キ・足   羽)2

日本  用 ¨,ヽ
" 
真実(青 森・ 青 森 工)3

|

コ:¬
★H 品史・古賀 11志 1奈 良・正   強)

"1上
 教史・矢野 恵司1島 楓・出 雲 農沐,

佐藤 次郎・長谷,“和弥(東 京・日大鶴ケ丘,

11上 正樹・毛利 茂喜(福 岡・城   〔柳

サ|IL 悦央・野口 芳文1■ 援・西 条 農)

菊地 久央・菅原 伸行 (● 手・千   五 |

和泉 伸大・戸崎 守雄{戦 車・岐 阜 D

Ш延 克己・山根 崚弘 {広 島・府   中ヽ

比喜 正弥・荻堂  ●(沖 縄・石   サ11)

松野 鮨二・
=  
腱茨 (山 梨・日   11,

川西 昭丼 西本 ,大 (“  `1卜 高 同 一)

■■  博・竹部 奎文(luヒ海道・帯 広 晨,

桜場 光浩・丼 上 克己(古 城・大 河 原商,

大通 良行・原田 芳裕(群 る・桐 生 商)

竹中 一浩・徳武  機 (長 野・長 野 東,

松井 蛛生・西山 祥 ・(滋 賀・比 叡 山,

滲渕 秀紀・池田  饉(高 知・■   佐)

二次 主■・外本 伸 1(熊 本・■   名)

佐々本 治・字山 泰弘 (1ヽ 取・米 子 東,

小林 雅人・II尾  勉 (“ 椰・葉   野)

長沢 取幸・西  和浩(折 潟・吉 日 高)

松田 英雄・■山 慎也(11 形・山 形 市 ,

森田 裕平・松田 治資 (■ 匈・東   海,

日中 良 一」|1 雅浩(千 葉・君 津 商)
徳九  厚」|「下 直樹(曇 援・西 条 晨)
山本 克十・城部 美晃(静 円・

`8 
ネ 東)

●坂  浦・11本 ●夫(石 川・七 ′e r)
中田 崚郊・L藤  =(福  岡・壌   市)
佐藤 仲・ 1・ 鈴木 `1,」 (福 島・会 議 11)

●谷 研次・橋本 克弘(広 島・福   山)
た仁 ―郎・■増 英夫(滅 賀・比 口 |い
木内 広史・口「1  功(実 城・石 同 ―)

松本 誠史・■田 住央(香 "1・ 高 松 商)
駒込 幸則・4ヽ林 邦寛(lut海道・■広杓葉)
柄沢 孝 …山浦 贅―(長 野・長野

`11央
)

前田  透・鈴木 雷雄(神奈川・逗子開成,
古
"1 
和道・野tu 和文(佐 賀・佐 賛 工)

小西 丈雄・☆口  党(奈 良・正   強)

高野 光郎・販塚 テ奥(析 潟・昔 m 商)
青原 ―行・0今  正弘(岩 手・千 械 晨)
佐 木々正司・平井  

“

(京 都・束   l11)

野11  泰・丙,す 0幸 |= 重‐字治山IH商 ,

螢島 利也・秋山 諄 :(山  梨・日   り||)

阿都 喜文・和泉 雅お(鳥 取・境 港 I)

近藤 雅
"・

藤野  清(ま 賀・比 叡 ||,

"原
  亨・山
"1  
靖(沖 縄=椰   輌,

夫畑 隆義・全子 浩 ‐(山 口・下関中央〔,

藤田 洋一・二日 陸ス(富  1カ・福   ,;)
中

"  
普・中里 宏行(群 馬・東京慶大■,

矢野 成 ―山11 工章(高 知・高 知 南)

に沢 純―り|1超  功〈秋 田・横 手 工)

'藤
 雅弘・4 ■脚 埼 ■・越 ケ 谷)
小,寸 和■・佐藤 宏 ―(宮 崎・富 崎 ■,

森野 修治・森原 一清(兵 庫・須   霧)
烹山 功―・大国 ,Aii'(島 根・出 , 商

'

藤口 啓康・校饉 和久(鶯 知・東   海,

奥山 祐
"l・
,111:  嬌〈長 崎・長崎 口人,

子:暉 浩志・手
“

 L占 (東 京・向 島 T,
薔野 ■喜・高構 正浩(富 城・仙 台 商,

山本  ,3・ 細田 裕之(和歌山・新 奮 商,
秋月 道隆・PH 博文イ億 島 ′1ヽ 松 島,
高田 治二・渡都 保紀1南北海道・礼颯清Hl)

人島 正志・人堀  P,(栃 木・今   ,F)
山下 裕 …和閻 智司:崚 阜・3   11,
秋失 裕之・佐藤 正晃(同 山・県倉玖 T,

オ谷 隆夫・出:F 信介(大 阪・Il   r,
新  昭―・薔ロ ィ■■(鷹児島・

"1内
商 I,

中諄 義務 松口 勝伐(山 形・日大山形,

72 ′
1、野口 正・坂本 ■夫(栃 木・今   市)

73 山本 裕■・馬杉 武司(滅 賛・比 叡 」1)

'4 
石場 隆雄・測上  叫(長 崎・■   浦)
75内田 智秋 ′lヽ飼 清硫(市北海道・1ヒ  海)

76高機  力・四宮 ″
'告

(億 島・富 同 西)
77 清水 治志・高崎 道治(jO ■・春 日 部)
78,可 ,寸 元弘・西山 生吾(1 重・宇治山口)

79螢野 政美・朝香 腱史{笑 崚・石 同 一)
∞ 水サ, 啓司・大11 武志(人 餃・,几   奮)
81 ,藤  宏・原田ぼく郎(口 1 口・山   口,

82水原  薫・■111 1召清(lt 賛・佐 賀 ェ,
83安藤 正美・I,日  ,(秋 田・秋田経大付)
84黒 ,|1 英―・大瀬 久・1(福 井・足   羽)

85,,木  お奥・田中 正行(青 森・東奥薇壺,
86日中 一也・宮   薇(神奈川・追   工)
87`癸木 淳―・石走正 ‐郎(鷹 ,G島・lI内 商_[,

88金本 諄―・夜久 敬和(す・  庫・長   田)
89板垣 忠良・和田 安正(|1 円・富士宮北)
∞ 前IH 稚美・竺原 博文(日 山・県倉敷工)

91西  章弘・野生  計(和歌山・新 宮 商)
92,藤 芳文・児工 共 :(宮 崎・宮 崎 ■)
98坂丼外喜男・金谷 贅・(石 ,||・ 金 沢 工)

94佐藤 =,・ 長谷ル1 濶(千 葉・中央学能)
,5石り:  隆・丼上 雄二

`福

 島・若 松 商,

“

1円野 佳浩″」ヽ西  太(斉  ,1・ 高 松 商,
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女子個人戦ダブルス組合せ表(98)(GD)

北ロスミ子・冨口美千代(大 阪・四条饉学口)

小口久美子・■|! 志保(長 野・薫訪二秦)

原田 美和・■ 恵美子(国 山・山 麟 女)

川燿 拓子・高見みどり(■ ■・鱚 嗚 女)

三井のり子・藤田 弥生(山 梨・甲府潟日)

菊池 洋子・鈴木百合子(着  手・迫1   野)

今日 敦子・山本 一代(番  "1・ 善通寺一)

,“添 安代・安武ひきよ(熊 本・彙本中央女)

石日 央子・野田 幸路(崚 ●・崚阜女商)

大江 息子・山田真規子(和歌山・
"坊
商工)

金田 尚美・東海林美紀(山 形・新 庄 南)

及
"1 
栄子・杉山 紀子(東 京・中廷学□)

宮十 悦7・ 岩田 幸子(■ 取・米 子 西)

高喘 芳香・清藤  和(高 知・土 佐 女)

沢日 政子・西垣ひろみ(京 都・蔵 安 女)

桜井 由美・角田 純子(■ 知・市も学口)

川口美由tl・ 新丼清美(崎 ■・11 口 女)

森 美奈子・岸∫|1  月(佐 彙・佐 賛 女)

只,晴 芸・加藤疇子(南北海建・札幌薔,I)

西村美千代・青口康子(滋 賛・比 叡 山)

岸本 音子・波部 弥生(島 根・松 工 ‐)

ホ下 玲7・ 森下記代美(■ 丼・臓山捕■)

城内優美子・長谷
"|け
子(■ 島・者 松 女)

穴丼 公子・票原 信子(大 分・昭 和 女)

植竹 由美・目黒 嘲子(栃 木 ′ヽ山崚高)

声沢恵理子・佐野人菫美(静 円・吉   原)

山口いしの・鈴木 桂子(茨 ■・絆 田 二)

石情
'都
子・尾|1 之子(奈 良・帝 塚 山)

近薔 博美・渡辺妃奮美(秋 田・能 代 北)

井 [恵美子・児工 諄子(宮 崎・宮 崎 商)

中田 朋子・池田  薫(富 山・藤 園 女)

11松 早薔・松丼裕美子(石 サ||・ 全,R向 躇)

Ю 岩見 ,≠子・■野恵電子(譴 賛・比 ● 山)

51 山田 美
"・

下回ひずる(■ ■・長 崎 商)

52 ■日 静子・上原由村子(群 3・ れ '11 女)

53 ,1越  
“

子・津村 直美(山 口・長   r)

" 
′〕ヽ林 久7・ 大田美忠子(長 野・須 坂 東)

55 泉  和7・ 増全 敏工(徳 島・億 島 商)

56 高ォ久仁子・宮崎 玲子(絆奈川・横浜立野)

5? 上山 記代・中国太洋子(和歌山・
"坊
商工)

“

 上
"1 
英子・幸田由美子(岩  手・花 北 商)

59 鈴木 尚美・大迫 容子(魔児島・純 心 女)

∞ 望月ゆう子・志田 博子(静 日・吉   原)

61 小
` 
朱美・和田美津子(北北海t・ 滝 ,|1西 )

62 ●井 直子・遠藤えり子(籠 潟・新潟青陵)

63 洒丼■由奏・口中 幸子(栃  ホー1ヽ 山崚南)

“

 首,,ゆかり・土井 雪工(広島・夫下学回祗口)

65 野ホ 雅子・国内 和実(高 知・■ 佐 女)

“

 西ホ 芳十・品
"1 
明美(宮凛・聖ウルスラ学院)

67 西村美智代・佐藤 直美(宮  11・ 宮 崎 高)

“

 佐●栄美子・阿部 ,t子 (山 杉・■ lt 女,

69 僣田日出千・松田 全代(人 餃・四条殴学園)

70 斉藤みき子・佐野 美子(山 梨・甲 府 商)

71 矢羽口直美・野村奥利子(大 分・昭 和 女)

,2 ■に理江子 ′,ヽルl美智子(崚 車・崚阜女商)

73 松島 万子・天野 ■理(口 山・山 口 女)

74 高
= 
和子・陣内■美子(“ ホ・熊本中央女)

75 長岡みゆき・同安千工癸(東  京・日夫鶴ケ丘)

76 国彙美智代・高山 明美(■ 山・高 円 商)

?7 竹田 優子・渡部真千子(福 島・著 松 女)

お 松,Iな美江・石|1有紀子(兵 は・武 庫 「||)

79 島尾由美子・中山美代子(鳥 取・倉 吉 西)

m 青山 寿美・福田麻寿美(京 都・蔵 安 女)

31 佐野 静機・七条加能子(崎 ■・11 口 女)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

●

"
30

31

32
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42

:;

|  |~~

|「■01-■
む
~
L__

1,

颯il 六美・知念 繊チ(沖 縄・南 部

浜 多香苦・武田 琴美(億 島・日 和

小菅 智子・
=藤
部|1子 (■ 葉・松

今奉■利7・ 広筆 0子 (山 口・柳 丼

”

”

“

“

商

佐
　
一月
　
工

82 4ヽ林 和姜・田渕千薔子(佐  贅・佐 賀 女,

田 彙田 お子・奥11ひ ろみ(■ 知・■知淑億)

“

 松本 電美・テ
'' 
晩美(■ 崚・東   菫)

85 原子 節子・滝本 裕美(青森・弘前学Fκ聖愛)

86 回奉 昌7・ 生田 美機(斉  |||・ 善通寺 ‐)

87 凛訪ゆかり・It山  構代(福 絆・勝   山)

お

ｉ

商

山

商

商

田

立

部

塚

山

エ

治

Ｈ

中

帝

字

松

域

撮

良

重

根

原田 綸子・河原奈構贅(■ ■・口田学口)37

を見 安世・辻 由美子(譴 賛・大   8)1田

里由 文■・税所ひろ子(鷹児島・川内商工)39

野口 英代・青山奥由癸(群  ら・渋 サ|1 女)“

山路 直美・沢丼由美子(■ ■・四 日 市)41

山本 里美・越智のつ子(彙 傾∵今 治 」t)42

柳谷美和子・林  良子(青 森・弘 前 南)43

浦野美息子・松島千栄子(福 岡″1ヽ ● 西)“

広,11 fE子 ・板オ 暉子(新 潟・転潟中央)15

日付有紀子・格オ 理忠(官 壇・宮域二女)46

水丼  薫・大平貪美子(広 島・広島女商)47

大生川展7・ 清水薔美子(神奈川・富士見丘)48

■田 令子・竹‖|きより(北北海道・滝 ‖1西)4'

"

「
」c
l_ ~

|||

L―匡

“

 大部 博美・清水真電子(茨

89 輛原 饉子・花城 =江 (沖
m 大,峡裕美・平林佐和子け

01 姫F松嗜美・浜千代都美子(

92 田部 都子・度田 祥子(島

,(

- 32 -

「

「

FF~

EII

" ,1" 
摯薔・笹森 洋子崎北海道・札颯薔北商)

" L藤
ひとみ・田中 悦子(漱 口・能 代 北)

95 高田理性子・江頭きとみ(福 岡・大   ′||)

96 H久保美息子・全丼富美子(千葉・昭和学院)

,7 人件 |1美・中ハl 純子(菫 颯・大   津,

" 
小綺 和代・宮崎 ,羊 子(石  |||・ 金  :は )
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反発のr」造。
ゴーセンバド・ガット●ウインテックスシリーズ●ハイ・シープシリーズ

″面に粘着し.,11ま くが″フトを
'I気など)から守り.ガ ットコンデイン
'´

ロステンレスワイヤーをき付け(PA■

,′ 卜liワ イヤーををき付l'.ワ イヤ

くでらせん状に糸|=食 い込み.ガ ′ト

ィ大態1輌t.ガ ′卜の伸びやゆるみを
球″

`。

進.

このよう|=,キ許を取った技術の他にし

カーボン混入●ケーンのロコイしなど他

きない技術でブレーの向にヽ1貢献して

(乾螢.泣 気
を完 全キープ.

12121フ 0)

―は一定 |.|か

を強 く1螢った

防止.強 い,

強カナイロン糸 強カナイロン糸

特殊コーテ′́ ,

■空辛

品質保証マー,

―t,Iよ ●

`マ
千′)で

,十

"ι

nリ , WlRErl ri a)^-r1r-

■
■

■
「
ＮGOS

N。.1900W 一Y800(lom・ ゲーシ085%)
●超強力糸(D中空・特殊力入

'′

● ステ´レスワイヤー巻 き付 け

´

“

「

´ ´
´
｀

「′

“

ヽ

マ

“̀`
ジ"
」ご

世界に誇るゴーセンのガット技術。

世界15か国でバテントを取得 .′
世界的 な ,′ トスヘ ´くリス トGOSEヽ .そ の証明
|よ世界15か 日、=お よ

.,ィバラ´ 卜の,得 .日 本はもと
より世罪各地のフ ′ンをも rし た

'′
卜の数 々.そ ,1

はまさ|=ゴ ー t´ ならではの接術 にお |す る (完成曖

の高 さ〉 を示 す(,の です.

■ 中空糸・特殊 油 入 り (PAl,1∞ %4)

糸の心部分 を空 11.こ の中空部分が打球 に鋭 い反
発 を■■ .き た打球 書 .打球感 じ抜 i“ をもの |こ しま

X類似品にはくれぐれもこ注意ください。

ゴーセ′の技術ノウ′ヽウをすべて輌ふ スー′`一ガ

ントとして仕 11げました。中空・ヽ休油・ワイヤー

の効果がそれぞれに相乗して.抜群の反発力を生み
出します。同時にパワーとスピードにあふれた打球

をも。rtl■ し. まさにオールマイティ. 多織化する
′(ド ミントンのプレーテクニ′クにみごと1封●で

きるガフトです。

油・ワイヤーにより021彙や湿気もシャットアウト.

古にベストのガ′トコンディションでブレーにのぞ

めます。



男子個人戦シングルス組合せ表 (96)(BS)

蟻 藤

伊 藤

」1 根

● 沢

丼 谷

望 月

田 村

横 尾

山 本

田 中

矢 野

伊 藤

桜 場

′
,ヽ野口

大 西

F 崎

山 崚

古 賛

億 九

大 通

柄 沢

田 中

t増

■ 日

秋 月

高 野

高 瀬

奥 山

高 日

松 ロ

竺 原

西 サ||

手 塚

鶯 原

青 木

日 野

坂 丼

西 橋

西 山

円 野

村 尾

木 村

伊 藤

田 中

飯 壕

宮

大 瀬

山 本

i告   1

稚 弘

枚 弘

“

 ・

隆 人

● 栞

ほ

,3

- 也

誠

:`:

光 i訂

正

i羊   ・

守 雄

和 11

孵 志

|ヴ

良 行

■ .

I 行

英 人

義 隆

道 降

光 節

和 弘

祐 ,,

保 人

勝 `|

博 え

正 宏

雅 .よ

―

`f
仲 樹

芳 成

外喜り,

廣 徳

生 l:

確 お

勉

和 夫

芳 文

11 己

■ ,3

健 茨

久 ,1

裕 ,

(熊  本・′ι‖ 7院)l

(■  ■・譴 ケ 谷)2

(広  島・府   中)3

(秋  田・検 手 I)`
(大  阪・11   原)6

(" 岡・吉 原 工)6

(宙  山・富 山 商)7

(饉  賀・佐 賛 工)8

(和 歌 山・新 宮 商,9

(■ 奈
'1・

追   工)10

(高  知・高 知 商)11

(山  口・山   :1)12

(富  崚・夫河原商)13

(栃  木・今  市,14

(島  根・憶  崚,15

(岐  車・岐 ■ 〔
'16

(沖  縄・石   川)17

(奈  良・正  強)18

(奮  縦・
"条
晨,19

(群  馬・桐 生 商)a

(■  ■・長野 11央)21

(青  =・ 東奥栞■)22

(漣  賛・比 叡 `|)23

0ut海道・帯広柏葉)24

(億  島 ′l、 松 ■)25

(新  潟・吉 Ш 商)お

(兵  庫・尼 崎 西)″

(長  崎・長崎 ll大 ,あ

(千  葉・釜 ケ 谷)"

(山  杉・日大 tl形)∞

(円  山・県古彙 1)31

(■  知・名古屋電気)32

(東  京・向 島 .1)33

(着  手・千 蜃 農)●

(市北海道・伊   ,1)35

(福  円・大   ,||)“

(石   "1・ 全 沢 ■)37

(鷹 児島・鷹児島商)“

(二  重・字治山口,3,

(香  川・高 松 商)4()

(=  3・ 彙   ,F,41

(茨  城・石 口 ・,42

(営  ■・宮 崎 工)13

(■  取・査 吉 工)“

(福  島・3 山 商)45

(山  梨・日   川)“

(福  丼・足   羽)47

(滋  賀・比 ● 山)48

79澪 渕

∞ " 須

81 日 中

82 日 中

“

平 ,「

“

3場
35 責 Hi

86川 II

87 近 

“88人 畑

89菊 地

∞ 常 通

,1飯 塚

92 福 山

"西
94鈴 木

95手 塚

% サヤ 1:

太

清

稚 行

0, 夫

7

保 紀

文 彦

洋 一

直 樹

恵 二

研 次

仁

仲 次

雅 美

哲

正 美

贅 ―

修 二

・
郎

秀 紀

博 司

裕 ―

■ 治

悟

良 浩

8 史

元 弘

丼 英

E 義

久 真

博

芳 英

雅 史

章 弘

利 典

′苦 志

,章

(福  井・足   ■,

(11 
・
■・越 ケ 谷,

(兵  は・ _出 ■尉 ,

1島  根・出 雲 農林 )

(」 ,  形 ■11 形 東,

(長  崎・■  油,

(■  知・東   海)

(大  阪・枚  方:

(群  ■・東京晨夫_1,

(佐  ■・佐 賀 工,

1福  島・苦 松 商)

(■  ,11・ 高 松 商,
t菫  賛・比 夕 11"
(茨  崚・石 日 ・)

て石  サll・ し 尾 I)

て曳児島・lll  内,

1市北海道・札幌清u)

(= 4・ 曹 ■ ■)

(神 奈 ‖|・ 横浜 立野)

t愛  崚・西 条 農)

(宵  峙・富   島)

(広  島・
`   111:

(富  山・高 円 ―)

(岐  卓・崚 卓 工)

{岡  山・県倉敷工,

(,中  撮・石   ,||)

(秋  田・秩田二人
`サ

)

(長  野・長野中央)

(111  梨・11   ,II)

(滋  賀・比 菫 山)

(高  知・■   佐)

●1  取・■ 取 東)

(諮  岡・富   士)

(福  岡・大   川)

(ま  3・ 東   山,

(栃  本・今  市)

(奈  良・正   強)

(1 重・宇治山田)

(子  彙・木 更 津)

(11  口・下間中央工)

(岩  手・子  晨,

(luヒ海道・■ 広 晨)

(新  潤・吉 日 商)

(徳  島・篠 島 商)

(和 歌 山・新 宮 商,

(青  春・東真義奎)

(東  ■・向 島 ■)

(熊  ホ・鮨本轟夫仕)

38

永

郎

男

史

輌

嬌

久

秀

行

文

―

志

出

和

登

日

敦

　

障

和

信

′

和

獲

＝
¨

　

　

卜

丼

場

條

仲

■
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伸

川

永

石

校

諧

中

野
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ロ
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”
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後

和

前

荻

安

山

松

能
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61●
"02に ●

“

,,本

“

浜 田

65 渡 

“

“
佐 藤

67 1日 贅

o8 11: ド

69た 0
70 石 谷
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“

“泉
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生

●
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また、ヨネックスならではのクリエイティフなラケットが誕生しました

世界で最軽量 なんと、10聰 以下のフルカーボンシャフトラケット、
カーボネックス8です フレームは特殊合全アルミ、シャフトはフル
カーボン 強烈な′ヽワーを秘めながらこの軽さは、まさに世界新
バドミントンフレイが二歩も三歩も前進します このヒーローの登場で

新発売
ラケット重量極限の壁を遂に破った

FULL CARBON SHAFT RACKET

―

B・8500●Orbonex8
カーボネックス・エイト(特殊アルミ合全フレーム・フルカーボンシヤフト)¨ Y8.800

(イエロー・オレンジ・グリーン)・ 重■ ・l‐ U 100 95 ・2‐ U 95 ,0

▼
ロ

 ヽ.

‐

ヽ
′
′
Ｕ
ヽ
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女子個人戦シングルス組合せ表(98)(GS)

田

島

西

日

口

口

間

オ

前

■

　

川

北

松

喜

中

，

■

西

日

営

ホ

森

及

ホ

丼

菅

口

野

原

●

永

小

丼

佐

乗

スミ子 (大

万 子 1目

智 F(埓

崩 子 (=

幸 路 (崚

六 美
`沖, 子 (■

日 子 (香
● 花 〔兵
知 子 (岩

美斎子 (佐

栄 ,(東

三綸子

薫

智 子

千縮■

人重美

信  ′

洋 F

和 子

B子

饉 子

英 代

0 子

芳 子

淳 子

里 美

可 奈

早 苗

'子ひろみ

秦僣美

壽

“

子

,子
夕 生

和 代

アキ子

●寿姜

和

記世美

ひろみ

貴美子

●美子

■ 子

幸 恵

ひとみ

紀 忠

■子代

“

〕1

00

__■

「

卜_

Oh

S

“

近

“65 青 山

“

米 菫

“

 青 山

68音 奉

69 植 "

70 抜 部

71 矢羽田

72 に 峙

73高 鴨

74 原 日

75 岩 崎

76菫
`77 高 見

"1 
石 ロ

79 国 ■

00山 本

81斉 藤

82 宙 国

“

内 田

“

 者 ,1

“

 高 準

86 ● 野

8? 洒 野

88関 失

89大 部

"4ヽ
ヽ

早 古

ひとみ

多香音

美由紀

ひとみ

升 美

美 和

薫

令 ′

栄美子

安 世

美忠子

意里子

央由癸

博 美

真歯癸

■ 子

寿 美

悦 チ

由 癸

真千子

直 美

秀 子

芳 香

純 子

由紀子

里 ■

みどり

^ 
子

美智代

里 美

みさ子

栄 子

青 子

● 美

和 子

恵理子

美息子

売 子

弘 美

壼世子

洋 子

日壼美

It 子

裕 美

博 美

美佐恵

記 代

嗜 美

女
　
谷

饉

　

ケ

山
　
彗

山
　
エ

女
　
回学

贅

彗

を

中

賛

京

(石  "l● 全 沢 向層)

(″  椰・石   |,1)

(億  島・日 和 佐 ,

(埼  ■・川| !]女 ,

(■  知・ ・ 宮 ■)

(大  阪・四條嘔学口,

(同  山・山 皓 女)

|に  ■・佐 贅 ,々

(北北海道・滝 '|1 西)

(山  形・ 山形城北女,

(減  賛・大   津,

(千  ■・昭 和 学 園,

(●  目・吉   原,

(宮  崎・椰 凛 高)

(秋  田・能 代 ,t,

(群  局・渋 サ|1 女,

(長  野・ 松本●ヶ■)

(京  都 .成 安 失)

|ヽ  取・米 F ",

1栃  木 ″1ヽ 山 崚 南,

1福  島・若 松 ●

(人  分・昭 和 女)

(奈  麟 ・  条,

1高  知・■ 佐 女
'

(兵  庫・口 田 サ 回)

(広  島・二   原,

(■ 奈 川・松   眸)

(■  崎・● 哺 ″)

(崚  阜・崚 ● 女 商,

14  山・高 同 商,

(■  縦・ 今 治 北 ,

(山  梨・甲 府 高,

(斬  潟・新 潟 壽陵)

(島  根・大   東)

(` ■・聖和ツロ吉田)

(熊  オ・■■中央女)

(さ  贅・比 叡 ||,

(福  岡 ‐1ヽ  金 西)

(二  重・松 腋 女)

(茨  城・ 日 立 二,

(11  口・下 関 南)

(岩  手・逮   ■)

(鹿 児 島・川   内)

(香  ,1・ 高   ,瞑 )

(キ 森・弘前学院聖■)

(■  井・福   丼)

(東  京・  市  )

(和 歌 山・柳 坊 商 工)

(南北海■・札 曖

"“
)

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

"
21

2

●

´

"
%

´

"

"
∞

31

32

33

●

35

“′

38

39

4〈

41

42

`3
44

45

“4,

48

49

_g」
()

_0「 ¬
口E垢―
|   ~

「
¬0 _
||「」①
l L■0~

”

Ы

口

”

“

“

“

５７

“

”

∞

“

″

“

松

内

　

口

″

■

田

川

田

●

見

保

沢

●

久

村

山

浜

川

え

尾

療

岸

■

Ｌ

全

上

声

川

山・藤 日 彙)

■・崚 事 女商,

■・南 部 商,

川・
=通
寺 ・,

“

・市 尼 ■)
手・水 沢 商〉

藤 井 菫 F 1析  潟・新 蕩 青臓)

(lut海道・″ 広 三 条)

(広  島・広 島 女 商)

|千  葉・松   F,

`長  野・凛 訪 =葉 ,

(静  円・吉   原)

(人  分・昭 和 欠,

,菫  賛・比 ● 山,

(億  島・徳 島 商)

(宮  崎・部 崚 商,

(福  3・ 者 松 "

`群
 ■・渋 ," 矢)

1ヽ  取・米 子 西,

.言■・聖ウ
'し

スラ■院,

.長  ||・ 長 崎 商 )

|■  崚・東   ,詢

(和 歌 u「 新   ■,

(南北海道・札機啓北商,

(神 奈 川・横 浜 立 ,r)

(■  知・■ 知 淑 徳)

(奈  良・帝 塚 tし ,

(11  口・椰 井 工)

(鷹 児 島・綺 心 女)

`山

 興・甲 府 瀑 口)

(●  川・ 全   颯)

(栃  木 ′ヽ 山 崚 南)

(京  都・成 安 女)
′高  知・■ ι 女)

r信  丼・福   絆)

(山  杉・新 庄 市,

1熊  本・熊本中央女,

`二

  重・宇治山田商,

(福  岡 りヽ輌 大 付)

(島  根・松 エ ー)

(秋  田・能 代 t)

(茨  4・ 土 浦  1)

(置  贅・比 颯 山)

“

・
意 見

泉

橋 留

竹 田

野 「 l

岩 日

西 

“口 中

松 本

口 地

"1 
尻

宮 崎

彙 村

大 野

今 ホ

大 迫

藤 田

4ヽ 路

高 綸

福 田

清 ●

坂 田

庄 司

躊 内

工千代

内 田

杉 谷

佐 ●

栞 原

西_は

;:

■

′ア

4`

l,

``

,3

,2

υ

,2

|`

池

山

谷

本

菊

福

夫

滝

９１

ツ

”

“

,,

:`

- 36 -

`
%畑 原

“

北 原

,' 上 山

98只 野

~~0出

口 。

「
一

| |「10_
||I Llo

③卜¬~OL_

¨
¬0

賦

「

」0

1L[

°
「 |

一
一
一
一
一
一
一
一
一

「

|¬⑬

押

野

一一〇r

―- 2(

,`

::

一　
　
一

０

一

「
| |
…司0

L

101

oHo

５
」一〇
■
「

~~~~~~~~■
:~|             |

ゴ
畔 |

――
――
国
‐

II司―||
o「―〕 | |

―  or
一　
　
一　
　
一

一
０

一
　

一

「

①

一

―
‐‐‐「



祝。昭和54年度全国高等学校総合体育大会。祈る こ健闘。
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多角的な働者がスムースに遠くできるシューズでなければ相手のドロップ

a照5TIGER③ショットに またハイクリアに対応することはできない。

アシツクスタイガー、バドミントンシューズ●ツマ発部分

に余裕をもたせ、足の製指が自由に■く「足型」。

これにより時選加 キロで飛んでくる“シャトル"に

BADM′Ⅳ70N:り■OEiS

〕■

『

7JH楓助先ウ
対しても饉く即応する。もちろん前後、左右、斜め

への出きに対してもバランスよく遠くスムース  ‐

にコくことができる。即ち打点に向って ■

0写■は
`タ
イガー.バ トミントン● A

キャンバス

"甲
螢/甲按の内側に皮章檜強付

爪先革補強付/足■保霞パット付/
ホワイトにライトグリーンの

アシックスタイガー,ス トライプ
サイズ 22."23.0
●準小■0饉  V3,スЮ

遠く走れるのだ。また どのような

フロアにおいてもスリップしない

ソール意匠が動きを果敢に

する。キミもアシックス

タイガーのバドミントンで

田

パワーと技 を生かせ。
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山形市六 日町 7-28
TEL (33)0333(イ t)

有 限会社

フアス ト印

シャトル コック

製造発売元

今 や

数 々の名 選 手 が愛 し

育 て て くれ た

フ アス ト ゴー ル ド・‐・・

耐 久 力 も

飛行 力 も  パ ッ グ ンで す
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(■ ― 高)

小●・落今
日島・ 山下

(円 東 学院)
(■ ― 高)

中 |す・蒔 日

富
"l・

テ間

商

高

江
崚

松

０
富
「
1・ 今オす
北島・松ロ

新 潟 li

男 単

女 単

南

高
形
輩

山

今
板●  手憲
口1崎喜久子

彙

贅

士

ま

●

芽

■

ぽ

三作 籠

山

良

治

奈

字
T)
m)
森  晃―
,村 博子

男■
女,

(口 1 1′ "")
(令 厳 高)

板垣・ 令森
川  ・ 口l崎

(口1 形 南)
(Ⅲ ■ 学口)

船口

「

永丼
三■・本社

●L
(キ
，
商

幌

一

五味川
蔵■
堀 ‖|

有本

第 10回 1959
会 津

著 松 市

男単

女単

(ほ  ケ ロ)
(■ ― 市)

日崎 忠三
茂本 文子

(高   松 )
(軟 ■ 学 口 )

稲丼  厠
検 l11 口子

(ま 木 工)
(姜 ― 高)

治之

和子

”

薇

男

女

８

８
“

1形 商 )
(薔  ―  高 )

永■・北村
蔵本・ 有■

日||・ 山本

構 ||卜 高橋`爆
 ケ ロ )
(敬 晏 学 口 ) `高(事

商

高

松

一

東

^・

井上

福奉・三原

第11回 196(,

男 単

女 単

(“ ケ 同)
(キ ー‐ 高)

岡
`0
1策■.

三

子

恵
文

古   松 )
高 同 女 )

椰井  聞
襦  美 ,°子

(,中  戸 商)
(嵌 愛 学口)

近逍 利―
高森 素子

薇

担

男

女

(け ケ
(高 同

同 )

女 )

同崎 」 |1本

橘  ・洒オ
(斬 潟 商)
(“
=学
口)

,原
長崎

斬

古

補島‐高見

“

 ・内藤

1961 弘 前 市

男単

女単

●

高

‥

見

的

士

甲

‘
秋 ljl 真男

望野 政枝
(新

(11

商
南

潟
ま

大竹 薇一
ι藤 弘子

(宇 泊 口1田〉
(新 庄 南 )

伊村   障
小笠原詔子

男

"女捜
潤
庄

新
新

大

"・

安沢
小i原 ・渡辺

(11 形 商 )
(敬 奮 学 口 )

森谷・ 板垣

大Fl・ 伊藤 `帯
広 二 条 )

(」I ЛI 西 )
中 ,す・松浦
高本・天野

1961 高 国 市

男単

女単

(聖  学 院 )
(口 1陽 学 口 )

西野  ―征
高塚  淳子

イヽ ケ 丘 )
国 女 )

′
1ヽ 島

橘

-57
妙子

(富

(高  同
|:リ

な|

斉薔 正勝

=崎
 光子

男崚

女複

院

口孝学け
雲

山
西

"須
日

高塚・重政 "嗜
南

高

蕩

一

十日・ え川

松1,・ 多:li

(e ヶ
(高 円

丘〉

女 )

′
1・ 島 ・

"橋多

“

・河村

第 14回 1963 鶴 岡 市

男 単

女単

潟

北

新

壇
商 )

女) =日
l 光男
高精 とt,子

掟
央学紳

ｐ
新

間

“

め

―誠
和 r

院
キ

学ｐ
北

＝

■

オ
幸子

男●
女■

商

丁潟濠
新

新
F野…■田
加薔・石崎

商

女

濤

北

斬
崚

鈴木・神田

高精・渡辺

(●! 学 院)
(斬 潟中 央)

|| ・ 中村
後藤・茂沢

1964 京 都 市

男 単

女単

(齋 良 轟 工)
(敬 螢 学 口 )

森  芳夫
佐 々木 フ ミ

商

エ女
岡
汗
高

斬

野

内

盛

竹

之

子

博

秦

事

ロ

岐

高

T)
女)

堀  幸男
硲 恵美子

男″
女,

諄

∞

商

丁
‐
女

ｕ

滴

●
新

高林・池田

竹内・■本

商

央■
日
沖
高

新
立野・盛野

高野・渡辺

工

女

商

判

良

―

秦
真

森  ・ 河村
僣木・ 大島

熊 ■ li

男単

女 単

(■ |∫ 商 )
(布 施  女)

根野に昌―
近■ 光技

(■

(絆

商

高
山

一

寺前 信之
山本 来江

(曰 大 口1形 )
(布  施  女 )

,召 ,R  オ1-・
才

“

 妙子

男綺

女薇

山 商)棒 野曝 寺前
一 高) 山本・細川

宮

″

(曰 大 口1形 )
(真 同 女 ) `4,R・

中|,
」1野・石崎

事

施

岐

布

工 )

女 )

山

脇

杉
才饉

堀

近

196● 弘 前 市

男単

女単

9〕

92
潟
隠

斬

山
商 )

女 )

本田 輌次
湯木 博江

エ

ロチ雄解
富

山
我
= 
一

“
浦
`t 
息子

城

序

●

新

工)

南 )

市
"1  
清

違諄  幹子

男薇

女薇

商
瞼鵜漏

新

斬
本間・ 高楕

本間・ 曰下

(● ■  ■ )
(口 1 陽 女 )

市
"1・

教妻

浦 [1・ 濁本

山

庄

●

”
高 |

f枷

牛島・藤本
小 l]卜 遠藤

事 18ロ 1967 金 沢 市

男 単 (3 山 `) 米田  案 (金   沢) 黒田  '
強

商円

正

高

―――

野

精

牧
セ
光男

女 単 ,1 (斬 潟 中 央) 高坂  薫 (折 潟 ,曖 ) 輌γ′tマ チ ヨ
(聖   ■)
(東  大 阪)

男 薇 91 (3 口∫ 商) 松3・ 米国 笠井好・

■丼

"

(富   士 )
エ

エ

市

市
沢

沢

●

●
高木・波
山本・ 松本

94 (斬 潟 青 崚〉 '日沢・金子 (■  回 女) 口
`■

・枝
崚

餃
青

‥

薄
メ

新
東

近饉・堀川

池 m・ 平山

福 山 市

男 単 (高  円 商 ) 二■ 餃博 ■贅 阜  東) 足立 守男 (曰 大 山 形 )
(口 大 」1形 )

光男

'子

男

女 単 (東 大 ぽ) 平口, 泰子
`斬
潟 青

") 
堀川忠美子

(■  岡
(■ 同

女 )

女 ,

壺日 

“

子

橋本書代子

男 技 ,2 (● 山 商) :摯 島・布日 (高  目 商 ) 二「 ・■林
(高 松 商 )
(口 大 山 形 )

二野

田所

女構 (新 庄 南) 早坂・垣崎 (真  岡 女) r"水 ・菫日
(成

〔稟

女

厳

安

大
諄内・■田

高崎― 大場

桐 生 市

男 単 92 (= 山 商) 尾崎 幹雄 (漱田

`大
附 ) ,口 1 崚澤

沢

生

金

桐

Ｔ

商

立

立

市

市
小中

内田

推 樹

通 夫

女 単 (東  大 ") 彙山 きよ子 (■ 日 女) 石■ 茂子 `成(東

女

阪

安

大
障内 裕子
高崎  弘子

92 (` 口1 商) 尾崎・■川 (桐生市立商)内 田・桐生台 (金,R市 ヤエ)
(相生市立商 )

′
,ヽ中¬け谷
小林・渡辺

女複 (東  大 阪) 彙口
「

高■ (■  口, ■) 及川・脇田 餃

女

大
安

東

戯
大場・坂本

“

内・岡||

―

“

一

I 寸

,   |

・
9回

11"|
|

|

1 臓計
トーー十一十

1

寸
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回  散 年度

“

催 地 蓼 ,ll腋 1 イ立 2

`|

位

第 211● l 1 970 名 古 屋

り,単 く● 山 商) 西オす 美11 (人  聖  寺) ,1谷  炊茨 1香大
“
ケ霊1  需I 築受

矢 単 (曖 安 女) 障内 裕子 (四条嘔サI囀,  秋本人代姜 1里
条嘔学奨す  層層真署手

り,複 92 (富 山 商) 森田・松ら (11 潟 商) 山田・竹野 (1 松 1) 薔下:目襲
女薇 (成  安 女) 岡

…

m 輌 条畷学口,  称 本・西尾 1護 雲 要1  客水:た日

第2211 1971 ′!カキ市

り

'単

92 (3 1』 商) 下田 ■樹 (11人 山 形 ,  来‖1 止和 正

薔} 里」 墾蓬
女 ■ ,(, (四

^暉
学日,  秋本人代美 (li立  ―条) 佐伯  智子 1高薯姜′喬|  力奄奥瑾,

"II
92 (口 人 山 形,  米 山・中島 (高  松  商) 中原・本下

(市 立 ― 条) 佐伯・古●

(需 形 室3  受赳:鞍雲
女種 (四条嘔学日) 西に・秋■

第23い | 1972 折 庄 市

92 (正   強) 中丼 喜夫 (添   上) 辻   崚弘
女単 〈四条嘔学□) 秋本 や子 (四条曜学口,  徳

“

1 敦子

リリ1員 (正   強 ) 中蓄番ぬ工 u) e r) *!E+=
(東  111 形 , た署r明隆

女 饉
秋意薔機子 諸曽応拳子 (山

“

女 F) 寺覺塚さら

四 日市市

り,単 94 (● 山 商) 西村 正美 (■    強) 池田 文昭

(曖 安 女) オ 11 昌子

(工   強 ) 地球4醤 _

1需壼■葉す 晨E 嘉崖
女単 (四

^曜
■日 ) 徳田 敦 F

1幣 」riじ 41 殺算最「
93 (t u, n) Eltfit,

1管大鶴,豊1 平霜
・長命馨

女薇 95 (四人畷■回リ 徳嵩富4ト (咸 安 女 ) '1洲 1囁 . 1喪 '喬・ 要

' 

日高目:署宙

佐 賀 県

● 壼 呵

4‖ II

(" 1●  高) 長谷川r幸 (全沢市立工4)  滝
"1  
俸 1晋美菫寧憎,  議笛 馬染

女単 (奈良市立 桑高) 山本 邦 r

(全 ,尺市立I高 )

“
■樹

(口 1陽 女 高 ,

(千   ■)(岩 〉■原 敬二

(薔 同 女 子,(=)米 倉よし子

1薔略「 ″鸞す  査督箋
`,

(" :●  高) 長谷‖1博■
諏訪 方博

(■ 洒  高 )

(秦良市立一桑高)
`本
信太郎

=  
敏円

辱本 良――
小任 久和

和子
(蔵 安 女 高 )

晰 潟書曖高 )
|

かおろ
腱1かは

',
を恵美子
野  幸

第 26ロ ]975 水 戸 市

(四案曜学日)(人 )植野忠美 ′

り,複 (正 強)(オ )墓留 :実 (奎
`'、

市立工,(石嘱鼻 螢戻
(高  松 商)(番 )

(奈 良 ―‐条)(奈 )

峰
,:原
小倉
小浜

寛文
明
久和
充弘

々|| 98 (四

^曖
学□)(人 )磐猾忠尊重 (口 田 学 口)(兵 )猪

彗●1旱

〈● □ 女子)(● )

(秦 良 ―条)(奈 )

米●よ し ,
山西  百忠
111本  邦子
掏 111 織子

第 2711 1976 中 野 市

(菫   垂〉(古)宍戸 饉夫 ( 条,(^)請 多 け之 1定
″
lヽⅢ 品|1優 ,1出 成霊

女 撃 ,ど (四条嘔学日 )(大 )石
"1 
好子 (四条畷■ IQ)(大

"・

I,1 茂美 1懲 り i11護 3凛番 委ζ

り,11 (高  松 商)(書 ,幸
鼻 勝麗 (' 崎 工)(つ祟早友行弘 普

〈日 大 山 杉)(山 )

(―   条)(奈 )

工藤 重信
ィチ瀬r   ,■
小浜 充弘
請 多 博之

女技

|

98 (四条嘔学□ )(人 )早
川
久彗季 (析 瘤 青 腱)(新 )馨

業 愚

=

(■ 佐 女)(高 )浜田 ●■
ロオ| =書

(単 い 女)(東 )F力 11菖子

“

永 嘔F

第 2811 1977 奮 飲 市

サ1■ ,6 (比  |口  山){菫 )西山 博 ●1 (口 人餞 ケ丘,(彙 京)漆原 享 |力
州丼子里|1密 3車査 請髪

女単 (四条嗜学□ ,(人 ,原口 ●子 (折

"青
瞼)〈 新)高野 和代 1鼎う勇イ

:耀
|1奇 1響麟 層孝

,,,| (比 叡 山)(諄 )を雷 鶯ヨ (豪 良―条)(奈 )讐署 苺暑
(薔 島 ,(橿  丼 )

(東 奥 表 ■ )(青 )

.11,  I承 _1
海道 昌孝
`)●
 勇一
情美 誠健

(四条嘔学園)(大 )番
村
久
差婆

(四条嘔学口 )(大 )杢
薔 ス

=量

(千 葉 ■ 旧)(千 )

(奈 良 ― 条)(奈 )

山 下茶々 ′
歯西 鴫 r
F・;部  像 子
綸 [口  悦代

ヽ
ヽ

学

-41-

|

―十一

1略管

"す

・

“

■1

…
T「 =可
…
==

―_■____■_

1女薇 | 
“

 |

r―――●――¬
1男摯 1 96 1

「

~~~「 ~~~■

1女単 1 93 1

「

~~■~~~■

1 健
沢電立13(暑巖禁 雰息

匝墓亜亜匿

~~■~~~十~

「

―――■―――

1女
薇
| "



回 数 1年 1虻 開催地 111別
―――  r ―

曖
1女
●

参,|1校

98

1

た 川 学 残

口粂嘔学日

位

熊 )|●●

大)北ロ ス

2     i、ア

li′  ―条,(茶 ,吉 ,I

,1,',4は ,(新 ,中 沢

|1人 ||1形 ,(山 ,猛占
晨

日炎出形|1出 3綬尋

薔潤日畢脇31美 ;暑目
日大
“
1形 )(山 ,裔
経

東

“

■ 菫 )(青 )自取
高槍

僣奨

憲李
充
直樹
嘲人
政11

`,

第 291●111978 会,■

=松
lli

,) tt I 96 (rL ,1.1 
,;r r?)(ft)fr! 11.= り

“

イ
，
７
′

代
嗜
化
刷

女機 1 98 1(四 粂暉学口 )(大 )完出 ス管7
―枝
優 子 藤 同 女 r

_」___

,,単
| ,(

女中 , 98

lcaot"t 1s7el*ilfi |,ifi s6

女饉 1 98

0●ンイ

■
吟

“

する櫨Tロエ

.今までにない新・押しも激腱構。まるでプロの親指のようで鳥

。グイッと1押し、タッとや薔め、スッと引く……………

このく手押しの味)で疲れはぐし。
●もみ玉は自動上下し、首から腰ま

‐←7ッサーム
●EP556は、快いく背すじ伸lrし )機構付。
●ラクに使ぇるデザイン。しかもリタライニング式。
●動きは、すべて手もと操作。

背すじ伸ばし付
aヽEP556
¥98,000

●クレジノトでもお求21弩だけます。●お求め」電気店・
"ヽ

―卜で。 |

一一
‐ D

ケfし,味

^               

ヽ

プロのもみ味に追る。
3人寄れば健康の話題が出る働きさかり世代。そんなあなたの肩のコリほぐし、腰の疲れほぐしに

■

■

‐
礁

壺

職̈

、

電
鶴ゝ

=

/

‐ ■D
●■■D

¥79,500
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ヽ

市
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区 分
番号

記号
名 称 所  在  地 交 通

競

技

△

場

1 大津市皇子が丘公園体育館 大津市皇子が丘―丁目1-1
国鉄西大津駅下車徒歩5分

京阪電車皇子山駅下車徒歩3分

江若バスホテル紅葉前下車徒歩 7分

2 滋賀県立大津商業高校体育館 大津市御陵町2-1
国鉄西大津駅下車徒歩10分

京阪電車別所駅下車徒歩 1分

江若パスホテル紅葉前下車徒歩15分

国鉄西大津駅下車徒歩5分

京阪電車皇子山駅下車徒歩 4分

江若バスホテル紅葉前下率徒歩5分
3 大津市立中子山中学校体育館 大津市尾花川12-1

.1 大津市立唐崎中学校体育館 大津市下坂本町3462-3

大津市立唐崎小学校体育館 大津市際川四1‐ 目7-1

国鉄唐崎駅下車徒歩 5分

京阪電車滋賀里駅下車徒歩20分

江若バス唐崎駅下車徒歩5分

5

国鉄唐崎駅下車徒歩7分

京阪電車滋賀里駅下車徒歩20分

江若バス唐崎駅下車徒歩6分

練

習

′、

場

6 大津市立堅日中学校体育館 大津市本堅田町1775-1
国鉄堅田駅下車徒歩10分

江若パス本堅田駅下車徒歩5分

7 滋賀県立堅田高校体育館

大津市立雄琴小学校体育館

大津市本堅田町1376-1
国鉄堅田駅下車徒歩15分

江若バス仰木道下車徒歩3分

大津市雄琴町1400

国鉄雄琴駅下車徒歩15分

江若バス雄琴温泉下車徒歩10分

大津市坂本本町2612-1
国鉄叡山駅下車徒歩10分

京阪電車坂本本町駅下車徒歩10分

江若バス比叡辻駅下車徒歩15分

8

9 大津市立坂本市民体育館

10 人津市立坂本小学校体育館 大津市坂本本町1199

大津市島の関 1-∞

国鉄叡山駅下車徒歩10分

京阪電車坂本本町駅下車徒歩5分

江若バス比叡辻駅下車徒歩15分

国鉄大津駅下車徒歩5分

京阪電車島の関駅下車徒歩 5分11 大津市立中央小学校体育館

12 大津市立平野小学校体育館 大津市馬場一「 目
2-1

国鉄膳所駅下車徒歩 5分

京阪電車京阪膳所駅下車徒歩 5分

蓉盟
式

A
大津市皇子山総合運動公園

陸上競技場
大津市御陵町4-1

国鉄西大津駅下車徒歩10分

京阪電車別所駅下車徒歩1分

江若バスホテル紅葉前下車徒歩13分

イヽ
lil:

宿
●

ホ  テ  'レ  紅  葉 大津市茶が崎
国鉄西大津駅下車徒歩7分

京阪電車皇子山駅下車徒歩7分

江若バスホテル紅葉前下車徒歩 1分

記 監
念督
式 会
典 議

C 大 津 市 民 会 館 大津市島の関14-1
国鉄大津駅下車徒歩 7分

京阪電車島の関駅下車徒歩5分
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練習会場案内図 (堅田高校・堅田中学校
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練習会場案内図 (坂本市民体育館。坂本小学校)
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皇 子が丘公園体育館案内図
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唐 崎 小学校体育館案内図
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唐 崎 小 学 校 体 育 館
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皇 子 山 中 学 校 体 育 館
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大 津 商 業 高 等 学 校 体 育 館
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唐 崎 中学校 体育館 案 内 図
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唐 崎 中 学 校 体 育 館
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県 名 学  校  名 監督(コーチ)
マネーブャー

選 手 名

北北海道

南北海道

北 海道 滝 川西 高等 学校
門間 敬昌
山名 回裕

小林 秀人3
藤井 貞男2

早坂 喜晃3

昔原 裕公1
杉浦 '羊志2  小野寺利弘 2

北海道帯広晨案高等学校 赤
"1 
贅二 常通 博③□ 竹部 範文③

北 海 道帯 広柏 案 高等学校 上山 功夫 駒込 幸敗D  小森 邦■②  竹田 義鷹□

北海道札幌清田高等学校

佐藤 英呵

′ヽ本 直子
種田奈結美

高田 治二③

前  淳-2
渡辺 保組Э□ 深山 陛毅3
北名 喜昭 1

成田 寿郎 3

北 海 高 等 学 校 il・嵐宣善 内田 智秋3) ′,ヽ飼 ャ印凛D
北 海 道 伊 違 高 等 学 校 全九 善― 青木 仲II]

青  森
東 奥 義 墨 高 等 学 校

市力1 和司

佐● 光仲

坂ホ  ー

田中 信市 3
九山 清春 2

鈴木 利来D□ 田中 正
`TO□

山田 栄-3
長谷
"l 
修 2

青森県立青森工業高等学校 相場 俊_ 岡本 購31 ′,ヽ野 真フKD

岩   手
岩 手県 立 千城 高 等学 校 鈴木  俊

菊地 久兵③EI山田 保弘3
藤野 清人2  佐藤 誠-2

菅原 仲行②  ,ま 上 ―蟷2

岩手県立千腱農案高等学校 r,藤  春彦 普原 ―行③□ 全今 正強Э

宮  崚

宮城県大

"∫

原商棄高ヽ子腋 鈴木  務
小野 良浩3
夫鷲 正弘 2

桜場 光浩③!]井上 克己③  菊地 康晃3
菊地  窮2

仙 台 商 案 高 等 学 校 菅原  保 苦野 幸喜③  高構 正,K)
宮 城 県 工 案 高 等 学 校 佐藤 文彦□

秋  田
秋田県立横子工業高等学校

佐菫 和夫

池蟷 憲之
彙田 広行

大山 茂樹 3
松
"1 
洋行2

欅沢

“

―③□ 阿部 蔵3
桶場 淳浩1

川鶴  ,′②

秋田経済大学附属高等学校 崚ri 正明 安薔 正実Э□ 村田 思Э

山  形

日本 大学 山形 高等 学校
拮櫻

'こ

形
佐薦真

喜―
―男
資子

中鉢 義鍬Э
高橋 正典2

松田 静側Э□ 日下部藤雄3
伊藤 俊■2

中オ1  哲 2

山形県立山形南高等学校 人間 照雄 松日 英粕③  奥山 慎也③
山形県立山形東高等学校 ,`k谷 恒雄 永丼  錮

福  島

福島県立郡山商業高等学校

伊藤 幸夫
黒田 和幸
無坂  浩

浦山 健治 3
熊谷 正喜 3

根本 雅市 3
岩崎 清次 2

飯塚 義浩□  常松  実3

福島県立若松商業高等学校 独銘  悟 石井 自Э 丼上 建二②□
福島県立会津工案高等学校 山口 栄一 佐藤 仲司Э 鈴木 信訳Э

茨  城 茨城県立石岡第一高等学校

佐藤 利昭

「0   隆
柴崎 禎―

木内 広史③
田口 以D

飯野 政煮D 朝香 毅史③  ホ村 和夫□
佐薔 雅行□

10 栃  木 栃 木県立 今市 高等学 校

別丼  晃

神山  壮

赤羽 利幸

島場 良浩[〕

大島 正志②
高構 安則3  小野口 ■oEI坂ホ 幸実Э
大堀  円Э

ll 群  馬 郡 鳥 県 立桐 生 高等 学校

関  俊夫

石田 教雄
須田 匡彦

笹口 直行3

青木 久郎2
鈴木 ,羊-3

鶴木 秀夫2
林  r」昭3  粕

"1 
政喜 3

選 手 名 簿

男   FF  選手名簿中の数字は学年を、O印は個人複、1コは個人単にlL場する者 男 子 (:)

ぐ

●
，
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男 子 (2)

Nは 県 名 学  校  名 監督(コ ーチ)
マネージャー

人

員 ■ 子 名

ll 群  lう
111生 市 1商 業 高 等 ´腋 西を 育雄 大通 良行でIコ 原田 芳裕③

東京農案大学第 1高等7核 前H  隆 中村 獣3)中里 宏Ю ]

12
埼玉県立越 ヶ谷高等学校

埼  li

埼玉県立春 日部高等学校

木村 弘巳
奈良 裕美

伊藤 雅短 コ 薇原 英町3  瀬口  浩3  峰 登志範 )□
平山 昭浩2  ●国 産之 :

唐沢 ,自 ‐ 清水 治志③ 高崎 道稼D

13 千  葉

千葉県立イ:津 商棄高等
・ 腋́

山口 春美
高野 幸雄
竹花 志郎

田中 良 ③

根岸 正幸3
工遺 寿則3

林  章寛 3
末次 敏弘3  宮崎 菫浩③

中 央 学 院 高 等 学 校 安彦三十一 佐薔 孝行③ 長谷′11激Э
千葉県立鎌 ヶ谷高等学校 馬場 新蔵 高田 保畑

千葉県 1本 更津高等 核́ 篠原  党 近藤 善英□

14 東  京

前田 絆作
浅野  雅
水越 正宏

山崎 夏構3
長谷川和強2)

釜
"1 
央3  望月

岩丼 昭治2
資3  佐藤 次郎Э

東京都立向島工業高ヽヤ1交 日本 裕生 手爆 浩志C□ 手塚 雅志C□

15

還 子 田 戯 高 等 学 校

神 奈 川

神奈川県立追浜高等摯按

検山 春夫
小原  凛
石田  昭

前田 逸C)
加藤 清貴3

鈴木 智綸③  轟  修-3  赤嶺 吉行3
小谷野 薫2

米口 it F 田中 一也③□ 宮   躙③
杉田  博 二田美洋一―□

16 山  梨 山梨 県 立 H川 高等 学校

金子  寛
松野 F也

内田 春男

伊藤 功-3 飯島 利也③ 秋山 淳―C)飯爆 正之2
松野 修二CIコ 宮  健次()=]

17 新  潟 新潟県′占口商業高等十按

小澤 昭t

京谷 雅彦

幸田  "

飯塚 芳英③]高野 光館3□ 長澤 政串Э 西 和浩③
桑原 藤彦3  違薔 勝実2

18 富  山

富 山県 立福野 高等学 校 川理 繁寿
藤田 洋一③

二構 正洋 3

谷田 弘志 3

経田 達夫3
三田 陸大③  水口 簿次 3

高 円 第 一 高 等 学 校 田中 良憲 川西 昭義3)西本 幸夫Э 後藤 仁□
富山県立富山商案高等学校 全田 裕― 1り1,  日]

19 石  'II
金 沢 市 立 工案 高等 学校

河原山晴夫

石丸 治平
山森  保

坂丼外喜短 コ 機川1 祐志3  全谷 贅 ③  吉田 和弘3
香林 翔産3  中島  修2

石川県立し尾I案高等学校 原  栄― 富坂  潔D 村本 幹夫3コ

20 福  丼 福 丼県 立足羽 高等学 校
神′i  ll

平丼小百合

下1ま 和永C[〕 大瀬 久司CI]丼上 哲也②  黒
"1 
英三③

林口 栄二2  前田 忠則 1

21 長  野
長 野 中 央 高 等 学 校

平林 良人

齢本 萩繊
山越  実

柄沢 孝H③□ 山浦 贅H③□ ●ノ沢 透3

今藤 菊二3  北沢 ■-3
窪田 久_3

長野 県 長野 東 高等学 校 百瀬 健司 竹中 ―治③ 徳式 稼Э

22 岐  ●
岐阜県立岐阜工業高等学校

吉田 正行
中田 晰―

田畑 嗜美

和泉 伸次③□ 戸時 守黎3[],1瀬  籠次2  ●田竜―郎1
森  健児1  佐蔭 秀■1

崚 阜県 立 3上 高等 学校 富田 幸人 山下 裕―C)和国 智訳D
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男 子 (3)

に 県 名 学  校  名 聾請:(コ ーチ)
マ 不― ン ヤー

人

員 選 手 名

23 静   岡

静岡 県 t富 士 高等学 校

静岡県立沼津東高等学校

杉本 一美
雨宮  忠
佐野 邦彦

田中 裕一回

浅賀 祐-2
石川 臓也3
金山 圭-2

渡ユ 恭夫3  水吉 敏郎3

中

“

 鋏也 山本 克訳D 坂部 英鷺D
板垣 思良③  和田 安正③富 士 吉 北 高 等 学 校 斉藤 茂樹

,,岡 県立古原工業高等学校 中国  稔 望月 規義□

24 螢  知
東 海 高 等 学 校

福日 宜治
山田顧―節

米本憲太郎

校條 和久C[]藤田 哲康③ 森田 裕平C)松田 治資③
澤田 和宏3  ,原  雅之2

名 古 屋 電 気 高 等 学 校 大島  寛 西′|1 正宏]

25 菫
二重県立字治山口高等学校

西村  修
二宅 雄二

長谷′|1 浩

河村 元弘Q] 西山 生薔C□ ′1ヽ池  "3
演口 知万2  中尾 信幸2

野崎 違也 3

:重県こ宇治山11商業高等サ校 日中 久雄 野口 秦Э 西村 博幸②.

26 京  都

洛 星 高 等 学 校

L杉 光薔
前
'|1  
治

官
"1 
政治

喘津 泰幸2

中|,  伸2

石原  潔 2

樋蟷 久治2
力1地  歌2  藤田 圭売 2

東 山 高 等 学 校 大庭え知男 佐々 木正司③ 平井 悟③コ
京 3市 立紫 野 高等学 校 奥山  登 小林 雅人③ 村尾 態3]

大  阪

柏 原 高 等 学 校
近藤 一生
明石 道夫

丼谷 隆実3二l 松窪 健二3  仁田 正輩2
老田 尚広2  出野 信介②

河内 昌祐 2

大阪 市 立沢 ■ 高等 学校 南   亮 水丼 啓司9  大
"1 
武志C)

音仲 信,■]大阪府 立枚 方高 等学 校 中村 直克

28

i日 学 回 高 等 学 校

兵  庫
兵 庫 県 立 長田高 等学 校

神 戸市 立 須層 高等 学校

兵庫県立尼崎西高等学校

北中 英武
波多野英一

藤原 保彦

近江 政茉3
丼L 達之 1

仲 日出男国  内藤 晴文3

中山 俊 ‐3
藤森 和也 2

広田 戯車 全本 諒―③  夜久 敏和③
松に  隆 森野 修漁D  藤原 ――漱②
大橘  ‐生 高瀬 和弧]

29 和 歌 山 和歌山県立新,商 案高等学校
森   隆
大
"1  
司

●本 敏光

30 奈 良 正 強 高 等 学 校

吉十ま 禎訓
池田 文昭

谷口  章

篠綺‐ 永久3

福田 裕之③

西 章弘③コ 野生 計③ 山本 漱〕]
山本登志夫1

栄  英明3
■田  党②

■田 昌史③] 古賀 勝証 ]小西 丈綸②
武村 敏勝 1

31 鳥  取

島取県立境港工業高等学校

吉岡  収
河田 時産
木村 泰治

阿部 喜文③
遠藤 英樹2

和泉 雅浩③  佐 木々 司3
渡辺 信失2

足立  勉 2

鳥取県立米子東高等学校 小谷 薫公 佐 木々 治Э 宇山 泰弘③
椰須 博司□鳥取県立鳥取東高等学校 寺岡 邦彦

鳥取県立倉吉工案高等学校 三十寸 俊彦 田中 博己□

32 r.
島根県立出事農林高等孝核

,“預 久男
今日 良弘
今若  功

川上 敦史C□ 失野 忠司③  飯写  寿3  森山  ■3
全折 信明2  竹山 智志2

島根県立出ま商業高等学校 青木 栄吉 121森山 功―C[コ 大国 語司②
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男 子 (4)

No 県 名
監督(コ ーチ)
マネージャー

人

員 i,1 r 名

32 島  根 島根 県 立隠餃 高等学 校 高信 正雄

33 岡  山 岡山県立命敦工業高等■校
小原 健吾

今崚 査人
前田 雅紅 ]竺原 博文③□ 秋集 裕之③  佐● 正療D

諏訪 孝幸2  坂本 茂雄2

34

広島 県立府 中 高等学 校

吉
"I 
知之

柔田 浩二

日野  治

口辺 克己③

丼上 明抜3

千葉 直郊 3

松本 好弘 2

持丼 啓吾3  山根 敏弘C□

福山 市 立福 山 高等学 校 橋本 忠之 石谷 研次C□ 檜奉 克弘③

35 山   口 山
口県立下関中央工案高等■核

福川 奥雄

西:, 留夫

金子 浩 ③

上野 失昭3

夫畑 隆穂3EI 中村 義央3

■田 利明3

江サ11 和宏 3

山 口県 立 山 口高等 学校 吉本 侃司 伊藤 宏③□ 原田ぼく郎Э

36 億  島
億島県立富岡西高等学校

江崎 千代

平日 浩治
え岡 雅也

高機  力③
中
"1 
公爆2

四宮 孝浩C) 山本 和徳3
角田 隆弘2

村田  透 3

應島県立小松島高等学校 美島 稔子 秋月 違隆CEI戸田 博文③

`0島
県立徳島商業高等学校 吉坂 ―明

37 香  ∫ll 香川県立高松商業高寄■樅 地 下 義文
日野 佳治③□ ′∫ヽ西 太C□ 松本 誠司③ 竹田 佳央③
福丼  ■2  山遭 正■2

38 彙  緩 鶯緩県立西条農案高等学校

池田 節幸
松本 博臣

藤田 雄二

山下 菫樹③□ 野口 秀文③ 徳丸 厚C[]川上 悦央③
赳智  巧3  颯工 正之3

39 高  知
土 佐 高 等 学 校

北代 普―

中,R ―真

政岡 籠・ ]

野 宮々哲郎 2

矢部 麿司2
濤渕 秀【 [1池田 自Э 西 亮-2
澤渕 樹1

高 知 商 事 高 等 学 校 横山鶴士夫 矢野 成―C[]山口 正章②

40 福  岡

福岡県 立城 南高等 学 校 志岐 玲子
川上 正機6) 中国 敏鰍3) 佐々 ホ浩二3  佐

`  
議C)

毛利 茂」KD

大
"|工
彙 高 等 学 校 析谷 敬司 目野 芳戯回

福岡 県 立 大川 高等学 校 中島 改人 田中 |“治□

41 佐  賛 L賀 県立佐賀工案高等学校
高山  博
河野 勝戯

野田 和,C[〕 古川 和遺③ 永原 ●③ 上山 昭浩③
内田 幸二3  慣尾  一回

42 彙  崎
墟 浦 高 等 学 校

中里 克彦
森  敬弘
松に 定幸

石場 隆黎3[1 平尾 信夫3  渕上  嘱OI  ―ノ瀬浩美 1

工坂 敏
“

1  中村 英樹 1

長崎 日本 大学 高等学 校 渫 司 晃 奥山 祐司0コ サ|||:  嬌211

九 州 学 院 高 等 学 校

西日諄二郎

工士 恭司
福田 和幸

権藤 浩二C□ 村上 英介③ 田中 敬±3
堺  圭-2  伊藤 幸男1

本石 大介 2

工 名 古 等 学 校 大林 高春 二次 士介C) 外本 伸二③
lt本 商科大学付属高等学校 本郷 節生 井上 哲車□

14 大  分
大分県立二重農案高苺サ校

久住分校
田部 利武

村田 美敏3

藤島  朗 3
朝見 錦治3  東村  潔3  安藤  濶 3

45 宮  崎 曹崎県立古峙工案高等学校
精口  学
山内 勇紀

6
佐藤 宏―()伊 藤 芳文C□ 児工 真二③
甲斐 久±2

宮崎 県 立富 島 高等 学校 山内 勇紀 佐藤 患二□
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1 小村 和″KD
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男 子 (5)

古 西 蓼

関 条 沢

裕 人

而 十 猟

作 補 原

曲 作 作

ヽ
ヽ

滋
賀
県
民
の
歌

一
、
比
良
の
峰
ゆ
く
　
白
い
雲

緑
に
映
え
る
　
琵
琶
の
水

機
織
る
町
に
　
稲
刈
る
村
に

今
日
も
平
和
の
　
日
は
う
ら
ら

美
し
の
滋
賀
　
明
か
る
き
滋
賀

讃
え
ん
わ
れ
ら
の
伸
び
ゆ
く
滋
賀
を

二
、
高
い
文
化
の
　
伝
統
に

野
花
も
聖
く
　
匂
う
国

漁
る
舟
に
　
ベ
ル
ト
の
歌
に

明
日
の
希
望
が
　
燃
え
あ
が
る

美
し
の
滋
賀
　
明
か
る
き
滋
賀

讃
え
ん
わ
れ
ら
の
伸
び
ゆ
く
滋
賀
を

三
、
力
あ
わ
せ
て
　
弥
栄
の

楽
士
を
築
く
　
意
気
新
た

か
が
や
く
眸
　
ゆ
る
が
ぬ
決
意

進
む
わ
れ
ら
に
　
波
光
る

美
し
の
滋
賀
　
明
か
る
き
滋
賀

讃
え
ん
わ
れ
ら
の
伸
び
ゆ
く
滋
賀
を

琵
琶
湖
周
航
の
歌

一
、
わ
れ
は
水
の
子
さ
す
ら
ひ
の

旅
に
し
あ
れ
ば
し
み
じ
み
と

の
ぼ
る
狭
霧
や
さ
ぎ
な
み
の

志
賀
の
都
よ
い
ざ
さ
ら
ば

二
、
松
は
緑
に
砂
自
き

雄
松
が
里
の
乙
女
子
は

あ
か
い
椿
の
森
蔭
に

は
か
な
い
恋
に
泣
く
と
か
や

三
、
波
の
間
に
間
に
漂
へ
ば

赤
い
泊
火
な
つ
か
し
み

行
方
定
め
ぬ
浪
枕

今
日
は
今
津
か
長
濱
か ．

タ

oヽ 県 名 学  校   名 監督(コーチ)
マネージャー

人

員 遺 手 名

46 鷹児島

鷹 児 島 商 案 高 等 学 校

山崎  眸
自
"1  
学

尾生 孝―

西情 廣虹]

安楽  誠2
倉元 俊幸3
松本 真人2

薔崎 勝雄2  福迫 克己2

嚢児島県立川内商I高等学校 中野  勉 新 昭―C)構 口 浩幸3)候木 淳―()石走正一自Ю
鹿児島県立川内高等学校 き松 昌― 浜田 学□

47 ャ中 縄
石 川 高 等 学 校

屋比久 潔
喜友名朝蔵

新恒  哲

山城 和信□  比喜 正弥Э 口場 盛福2
荻
=  
哲C[]糸散 政治3

安田 治次 2

沖縄 県 立 郡輌 高等 学校 仲|キ 寛市 棚原 享③ 山
"i 
珀C)

48 滋  賀

廷暦寺学園比叡山高等学校

薔 L 良信
西,I 金治
能仁 ―郎

藤野 潔〕]近藤 雅明③ 松井 峰生③ 山本 裕睾8[|
量杉 武司②  西山 祥―②
能仁 ―
"3[]竹
端 英夫CI]

滋 賀県 立草 津 高等 営校

,原 常明
中
"1 
安雄

山中 雅之

重野

衣川

幸治3

庄-2
,庭本靖央2

諸頭 正則2
il木 ′明2  松浦 進 :1

一

“

―



選 手 名 簿

* + ir+*ilt+otr?rj+Et. orprrrE,r , Erlrml*r:lrBr. ii
女 子 (1)

`
県  名 学 学 校 名

監督 (コ ー チ )

マ 小― ンヤー

人

員 ,豊 r 名

′l奪 朱美③
■人 手子 2

絆田 令0]竹 川きより③  和田 美津KD
佐 木々雅乙2

藤本二津子□

北北海道 北 海道 滝 川 西高 ヽ学 校

山名 国裕
円間 敬昌
牧,子 発子

北海道帯広三条高等学校 コヽ|1  豊

市北海道
札 幌 静 修 高 等 学 校

谷,綸  隆
花m  宏
神田真由美

只奸 晴素3□ 深沢サユリ3
平山 タミ2  高桑 清美2

加藤 陽子③  牟田 弥生3

札幌 啓北 商 業 高等 学校 菊池 義子 川尻 早苗C□ ●森 洋子0)

青  森

千 葉 学 回 高 等 学 校

佐藤 正明
浅利 籠徳
小向 費り子

藤水 由香2
小池がおり1

西日 =引コ  米田 史子3  佐口
' 
啓子2

薔ホ真由美1

弘 前学 院聖 贅 高 年学校 日時 弘昭 原子 節子③  ,竜本 裕実〕]
青森県立弘前南高等学校 佐藤 弘次 椰谷美和チ③  林  良子③

岩  手

佐 ホ々智恵子3

佐藤 由佳2

高橋 房子3
自石 悦子2

本城 知r3[コ 伊藤 壼子3

岩 手県 立遠 野 高 等学校 伊藤 張二 菊池 洋0コ 鈴木百合手③
岩手県立花北商業高年学核 葉原 正義 1,11 英子Э  幸田由美子31

= 
域

聖 ウルスラ学院高等学校

片桐  勉
菊:H 仁司

小島 美香

西本 秀紅 ]品
"1明
素Э

加藤 聡子2  ,,木久美子2
森 美紀子2  細谷 ■美2

宮城県第二女子高等学校 熱海 文雄 ‖I村行紀颯D  橋本 理恵③
聖 和学 園吉 日高 等学校 今野  虔 皆,|1 直美コ

秋  田 秋田県立能代北高等学校
小野寺安雄

木オ: 敬茨
鎌田 良子

小林 恵美3

`″

藤フミ子3

佐藤ひとみC[]渡辺妃富美③ 近藤 博羮3]
田中 悦子③

山  ,「′
山形城 北 女子 高等学 校

清水 秀裕
佐藤 友美
斉藤 美幸

荒丼 美徳3
金″美由紀 2

佐藤茉美子C□ 日部 礼子③  有路美由に3
渡辺 明美2

山形県立新庄南高年学校 高山 昌二 金田 尚実Э  東海林美お②  庄司ひろみ□

福  島 福島県立
=松
女子高等学校

阿部  隆
長谷川工 t'

杉原 節子

竹田 優子C[〕 波部真千子C[]坂内優美■0 長谷川炒子③
岩渕 和枝3  平山 淳子2

茨  城

茨城県 t"田 第 1高 等学校
緒方 和也
阿須間和子

八本 英美

山I]い しσ×D
日向寺洋子2

鈴木 桂子③  ,II又  由子3  旧根 奥
'3北崎百合子1

茨照県立日立第二高専学校 赤津 園江 大部 弘実3コ 清水真理承Э
土 浦 第 二 高 事 学 校 橋本  隆 栗原 紀嵐]

10 栃  木
遠丼 稔男
大螂 和代
下山こずえ

植竹 由実3[]洒丼真由美C)田中 幸子③  日黒 明家D
高精アキ子〔]  平問真由美1
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餃 , 県 名 学  校  名 監督 (コーチ)
マネーンヤー

人

員 選 手 名

11 群  綺 群島県立渋川女子高等学校

今丼 勇司
ロオ寸 央子
柳沢千代子

■日 裕子③
青山真智子2

野口 英代C□ 青山真由美C[〕 彙原 息子3
石坂 洋美2  上原由利子③

12 埼  玉
川口市立川口女子高等学校

田部井勇ニ

星  雅之
出口ひろみ

山本 純子3
新丼 清美②

土屋真電子3  '1口 美由紀CEI 佐野 静技②
t条加能イく2)

崎■県 立越 ヶ谷高等学校 木村 弘已 お西 智子□

13 千  葉
昭 和 学 院 高 等 学 校

牧野 建夫
佐藤 雅美

上久澤美
=子
(3コ 金丼富美子③  大久保崎妻3

鈴木 千品2  柴田 智子2
佐藤 美紀 2

千葉 県 立松 戸高 等学 校

[1本 大学鶴 ヶ丘高等学校

藤日  豊 小菅 智イて[]_1車部博子CI

14 東  京

全崎 良三

日比 淳子
村田 裕子

仲内 瑞聴 3
小林 典子2

長岡みゆき②  国安千江美②  [々ネ美津子2
村杉ともか2

中 廷 学 日 高 等 学 校 小,原安津子 及
"1 
栄子0□ 杉山 紀子③

東 京 都 立 南 高 等 学 校 横田 治二 北原美佐恵□

15 神 奈 川

神奈川県立横浜立野高等学校

杉田  博
逮山 正暁
丸山 由里

高丼久仁子③

佐濤須雅子3

昔野 光江3
小野三十代3

宮崎 玲子C[〕 三木 清子3

富 士 見 丘 高 等 学 校

神奈川県立松陽高等学校

甲 府 湯 田 高 等 学 校

佐藤 売二 大生川晨子CI  清水僣美子②
加瀬 裕通 販塚 里子□

16 山  梨

自合 ―民

望月  勝

深沢たまき

百口 弥生C(] 三井のり子③  名取由紀子3
和智さおり2  窪田 和■2

伊藤こず江3

甲府市立甲府商業高等学校

新 潟 書 陵 高 等 学 校

新潟県立新溝中央高等学校

富山県立高岡商葉高等学校

藤 園 女 子 高 等 学 校

石川県立金沢向陽高等学校

金 最 高 等 学 校

福丼「 業大学附属福丼高等学校

福 井県 立勝 山高等 学 校

滝,|1  修 斉藤みさ―F∝1佐野 美子③

17 斬  潟

佐薔 秀夫

月日 広美

山田登美子

●丼 直子C□ 逮薔えり子③  =円 栄子回 外山江里子3
真保 ―恵0  野上 潰子2

鈴木 明美 広
"1 
薇子③  板井 康子③

18 宮  山

二上 敏博
江尻 摯三
樹田 次子

国真美智代C[1高山 明美③ 笹田 春代3
吉田 真弓2  ,!1原三和子 1

来栖 道子 2

石原 常正 中田 朋子C近コ池田 漁Э

19 石  ,||

和田  修
黒
"| 
三お

西谷千費子

森  成美3
高井 寛子 2

村松 早薔C[〕 松井裕美子②  ●島 幸恵2
喜多 広美1

ド|' `,L 小路 和代C□ 宮崎 洋子②

20 福  丼

蓮莱谷 昇
織田 颯子
内田真由美

畑原 博美□
字野紀代子1

三寺 息子3
松口 直代 1

坂田紀世美□  白川千息子1

山内 正孝 凛訪ゆかり③ 北山 絹代③
福丼県立勝山精華高等学校 川端 武和 木下 玲く )森下記代美②

21 長  野

須 坂 東 高 等 学 校

長野県諏訪二葉高等学校

長野県松本崚 ヶll高 等学校

和田 生喜
宮り11 美枝

姜田 純子 3
青木 佳子3

検山 圭子3
大
"1 
意美3

小林 久子③  太田美息子③

赤羽 幸雄 小口久美―FO  竹村 志保CI  丼口千緒里回
大
"1 
贅円 米窪 稚子□

女 子 (2)

．
ヽ
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女 子 (3)

,ヽ. 県  名 学  校  名 監督 (コーチ)
マネーンヤー

人

員 ,t f 名

22 岐  車 岐阜県立岐阜女子商業高等学校

小木曽 修

′}羽  一哲

西原みとり

土屋理江子③

高嬌由美子2

石田 真子C[コ 野田 幸腱C[〕 小川l美智子②

田中美千代1

23 諄  岡 静 岡 県 立 古 原 高 等 学 校

須藤 寿忠

栗田 像行

市
"1 
美江

声沢恵電子③□ 佐野八重美C□ 望月ゆうイC)志 田 博子③
石

“

 潔美2  オ出 佳子2

24 愛  知

螢 知 淑 徳 高 等 学 校
伊藤 芳樹
松井 志衣

神戸 輌子3  嬌飼 美子3
真村ひろみC□ 光崎 裕子 1

寛 登紀チ3  臭田 恭子②

市 価 学 園 高 等 学 校 亀丼  勇 桜丼 由美② 角田 純子②
■知県立―‐宮西高等学校 橋詰 支雄 丸丼ひとみ□

25 Ⅲ

:重県 (′ 1‐治111日商業高■ァ|々 日中 久雄
浜千代●新 C[]姫子松晴美③  有竹 富子3
1,山 裕子3  木下さち子3

田中 由チ3

―重県立四 日市高等学校 南  手雄 山薔 直美C) ,R丼由美子③
松 阪 女 子 高 等 学 校 中谷  治 FI矢 売廻

26 京  都 蔵 安 女 子 高 等 学 校

四 條 嘔 学 園 高 等 学 校

宇山 保夫
横内 耕i

■羽 保子

植松 弘美 2
北11 美幸2

青山 寿美C□ 福田鷹寿美③□ 澤田 政子③

山田千満子2  西垣ひろみ③

大  阪

片田 暉明
伸尾 信一

者林誉志子

北ロスキ歌0コ 植田日出子③  冨田美千代③  松田 全代②
尾崎 升美□  新木 千織1

28 兵  庫
園 田 学 園 高 等 学 校

川原崎 敏
三‖ 菫人
萩原幸息子

原田 純子③□ 岩崎 ユミ3  河原奈結美②  加薔由紀子2
日椰 茂子1  谷沢 信子1

武 庫 川 高 等 学 ′ 高信 傲安 松
'擦
美江CI 石崎有紀子③

尼崎 市 立尼 |1高 等 学校 藤原 繁樹 富前 結花□

29 和 鷺 山
和歌山県立

"坊
商工高等学校

末攻 洋子
西崎 英良
松本佐奈技

大田 諄子

上山 記代CI]中円太洋■③ 大江 息子C)山 田真規尋くЭ
須崎 裕子3  安宅 裕美3

和歌山県立新宮高等学校

帝 撃 山 高 等 学 校

門間 幹夫 口地 可奈□

30 奈  良

織木 昭史
駒  静弘
川内かおり

大野真裕美③□ 平林佐和子()石 嬌伊都チ② 尾崎 之子②
杉何かはる2  大野 弘美2

奈 良市 立 ―条 高等 学校 武「
l 博利 尾崎 秀子□

31 鳥  取
鳥取県立米子西高専学校

尾沢  昇
出石  勉
普原 真弓

官ホ 悦子③□ 岩田 幸子で[コ 柴田佳世子2
橋尾 里美2  菅原 子秋 1

和田 理給 2

鳥取県ユ倉吉西高等学校 山本 拓男 島尾由美子C, 中山美代子③

32 島  根
島根県立松江商業高等学校

小林  茂
余村 憲次
浜田 光エ

安部 好乃3
田部 都

=く
D

松崎 美保3  丼上 二美3  柳浦 民枝3
鷹田 祥輛くD

松 江 務 ― 高 等 学 校 岸本 音子C) 渡辺 弥生③  杉谷 幸恵[]
島根 県 立夫 東 高等 学校 林  康文 内田 青子□

33 円  山 山 陽 女 子 高 等 学 校

毛利 清志
林 寿美子
南葉 理恵

松島 万子C[]原田 美和②□ 天野 真馴2)● 恵美子②
合田をおみ1  ,原 桂子1
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oヽ 県  名 学  校  名 監督(コーチ)
マネージャー

人

員 選 手 名

31 広  島

広島県t福 山
=路
高等学校 石丼  実

内林  久3
西谷 文子 3

猪原 博美3
三好三津子3

藤谷 ,告子3  宍|す 智子3

天下 学 園氏 回 高 等学 校 坂山  厚 吉村ゆかり③ 上十 雪江③
広島 女 r商 案高等 学校 寺田 晴 ・ 永丼 薫Э口 大手貪美FO
広島 県 立三原 高等 学校 佐藤 均 岩崎由紀子回

35 山  11

山口県立下関南高等学校
岩根 建夫
田畑真由美

小林登せ子□

山下 責子3
河野 陽子3
中村 朋子2

斉藤 光江3  今冨 悦子3

山口県立柳丼工業高等学校 岡|す  善光 今本真利子③□ 広手 催子③
山 口県 立長府 高等 学校 福水 '章

"1越
純子③ 津村 直実Э

.,6 徳  島
徳島県 立億島商葉高等学校

吉坂 ―明

前坂 裕美

米沢 和恵

豪  和子③□ 増金 敏江③  市原 弘子3  森本きとみ3
中′11 美加2  北野佐代子2

徳島県立 日和佐高等学校 仁本 義預 浜 多香音②□ 武田 琴美②

37 香  サ||
香川県 t善 洒寺第 ―高等学校

森田 桂示
石丼由美子

安藤由美子

日本 昌子③口 生田 美椰Э  今回 敦子③  波柴 京子3
山本 一代③  ―柳 工忠3

香 川県 立高瀬 高等学 校 ′ヽ幡美佐 F 夫谷 礼子[]

.ヽ 奎  爆

愛援県 こ松山市高等学校
松本 由紀 3

青木 香澄 3
武知 久
')3  
森田久美子 3

松田 知子 3 "花
 秀′3

奮曖県立今治北高等学校 水井 英一 山本 里美③□ 越智のりHЭ
愛 援 県 東 浸 高 等 学 校 甲光  ● 松本里美C口 野村 暁美③

39 高  知 土 佐 女 子 高 等 学 校

門脇 遣夫
田代  豊
小角 裕子

高
" 
芳香③□ 清藤  紅Э□ 岩崎 真紀3

国内 和美②  山本裕子:
野本 雅Ю

10

福岡 県 立大川 高等 学校

次郎丸徳次

島渕 電子
諸円みさえ

内田 紀子3
高田理佐承Э

江頭さとみ③  喜多くみ子3
松本 京子3

坂本由美′3

福岡県立小倉西高等学校

′ヽ幡大学付属高等学校女子部

牧原 主茨 浦野美息子③口 松島千枝子③
高以 智 r 内田 確子□

41 佐  賀
佐 費 女子短期 大学 付属

佐 費 女 子 高 等 学 校

晏地 孝産
野口  学
森  映子

森 癸奈子()□ 岸′|1  lKD□  江口佐和美2
田渕千電子C) 盛永ひろみ2

小林 和業D

12 長  崎
鶴 嗚 女 子 高 等 学 校

春野 良 :
山崎みづは

若松 格子

川増 拓子②
猪般美奈子2

高見みとり②□ 市来 彰子2  阿武屋圭子 2

広瀬 正子 1

長崎市 立長崎商業高等学校 林  昭男 山田 美齢C)下 田ひする② 田中 諄子[]

1.3 熊  本 熊 本中 央 女子 高等学 校
工藤 勇
`畑野 雅代
川添 安代③  安武ひきよ③  本永 誠子3
諄内■美子①□ 丼村 由美l

高峯 和 rイZ□

44 人  分 昭 和 女 子 高 等 学 校

吉田 信之
宮原 芳三

宮本美津子

穴丼 公子③
―ノ宮春美2

栞原 信Ю □ 矢羽田直美③[]野村真利子②

佐名 美幸1

15 宮  崎
宮崎県立宮崎商案高等学校

濤口 月夫

木牟礼利香

児■ 淳ヨkЭ

坂本 栄子3
丼上意美子③  西11美智代③  佐藤 直実D
福寿 紀子3

宮崎県立都城商案高等学校 河野 真機 川畠真由美□ 稲留 聡F□

女 子 (4)

．ヽ
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渡辺 洋昭
清水美代子

武智 熙美

福  岡



女 子 (5)

はヽ 県 名 学  校  名 監督(コ ーチ)
マネージャー

人

員 ,菫 手 名

46 鹿 児島

鹿児島県立川内商工高等学校

西 洋ニ
中道良信

福元優 子

南  栄子3
小山上子3

小輩優子3

福田さつき3

塁饉文イ③  税所ひろ子Э

鷹児島純心女子高等′樅 稲盛´次 鈴木尚業D 大迫容子0コ
鹿児島県 i川 内高等学校 松下 腱 福山I礎美]

47
沖  縄

沖縄 県 立 都覇 高等 学校

仲村寛市

石川弘子

平良利江

与椰覇明美3

石畠敦子3

糸ま房江3

赤豪恒 子3

中村雅子3 金崚京子3

南 部 商 案 高 等 学 校 上原武久 城間六実3コ 知念繊子③

沖亀県立中部商案高等学校 _七 ′
・
1‐  ・ 輛原隆子③  花城幸江③

石 川 高 等 学 校 喜友名刺成 山内ひとみ□

48 滋  賀

廷暦寺y園 比叡山高等学校

服部直子

矢部忠 司

平山美息子

西村美千代③□ 岩見洋子CI]●野恵理子C[]吉 田康」KD
宝田美世子2  山極 薫2

滋 賀 県 立 大津 高等 学校

神前洋子

演 久美雄

西村康子

倉見安lK〕]大伴博熱D 辻由美ネЭ 原田淑子3
森 弘美3 中川純子②

滋賀県豆百科 びわ湖豆百科

●面積 4,0“� (国土面積の1.06%)

。人口 103万 1,325人 (昭和53年 2月 1日現在)

0-番高い山 伊吹山(いぶきやま)(1377m)
●県の本 もみじ
●県の花 シャクナゲ
●県の鳥 カイツプリ

●面積 673.9肺 (県面積の 6分の 1)

0周囲 235.2肺 (ほぼ大津～浜松間)

●水の量 275億 トン

●海抜 85.伽  (大阪城天守閣の高さ)
0-番深いところ 103.58m

MEMO
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県  名 学   校   名 宿  舎  名 住 所 TEL

北北海道 滝川西・帯広農・帯広柏葉・帯広三条 雄   山   荘 大津市雄琴町1441 78-1144

南北海道 北海・伊違・札幌啓北商

青 森 東奥義塾
・青森工・千葉学園・

弘前学院聖愛

岩  手 千厩・千厩農・水沢商・遠野・花北商 ホテルニューびわこ 大津市雄琴町259 78-1944

宮 城
大河原商・仙台商・宮城工・

聖ウルスラ学院・宮城二女
雄琴 グランドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

秋  田 横手工・秋田経大付・能代北 雄   山   荘 大津市雄琴町1444 78-1144

山 形
日大山形・山形南・山形東・

山形城北女・新庄南

福  島 郡山商・若松商・会津工・若松女 雄琴グランドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

茨 城 石岡一・鉾田二 。日立二・土浦二 雄 琴 魚 国 大津市雄琴苗鹿町1053 78-0011

栃  木 今市 ウ」ヽ山城南 雄琴 グラン ドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

群  馬 桐生・桐生商・東京農大二・渋川女 芳   月  楼 大津市雄琴町 1 78-1180

埼  玉 越ケ谷・春日部・川口女 雄琴グランドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

千 葉
君津商・中央学院・鎌ケ谷・本更津
昭和学院・松戸 ホテルニューびわこ 大津市雄琴町259 78-1944

東  京 日大鶴ケ丘・向島工・中延学園・南 t€lr>fl^r)t 大津市雄琴町1672-21 79-2111

神奈川
逗子開成・ 追浜・横浜立野・

富士見ケ丘・松陽

山 梨 日川・甲府湯田・甲府商

新 潟 吉田商・新潟青陵・新潟中央

富  山 福
野・高岡一・富山商・高岡商
藤園女

石  川 金沢工・七尾工・金沢向陽・金城 雄   山   荘 大津市雄琴町1441 78-1144

福  井 足羽・福井・勝山・勝山精華 雄琴 グラン ドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

長 野 長野中央
諏訪二葉

長野東・須坂東・

松本蟻ケ崎

岐 阜 岐阜工・郡 L・ 岐阜女商 ホテルニューびわこ 人津市雄琴町259 78-1944

静  岡 富
士・沼津東・富士宮北・吉原工・

吉原
芳   月  楼 大津市雄琴町 1 78-1180

昭和54年度全国高等学校総合体育大会

県 別 宿 舎 一 覧 表
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県  名 学   校   名 宿  舎  名 fL 所 TBし

愛 知 東海・名古屋電気・市屯|`学回 え   り   清 大津市雄琴町 1-10 78-1396

重
宇治山田・宇治山田商・四日市・

松阪女 雄   山   荘 大津市雄琴町1441 78-1144

京 都 東山・紫野・成安女 み   の   や 大津市雄琴町 1-09 78-1381

大  阪 柏原・汎愛‐枚方・四条畷学園 ホテルニューびわこ 人津市雄琴町259 78-1944

兵  庫
三田学園・長田・須磨・尼崎西・

園田学園・武庫川・市尼崎 雄   山   荘 大津市雄琴町1441 78-1144

奈  良 正強・帝塚山・一条 雄琴グランドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

和歌山 新宮商・御坊商工・新宮

鳥 取 境
港工・米子東・鳥取東・倉吉工・

米子西・倉吉西

島 根
出雲農林・出雲商・隠岐・松江商
松江一・大東

岡  山 県倉敷工・山陽女

広  島
府中・福山・福山葦陽・大下学園
訳園・広島女商・三原

雄 琴 魚 国 78-0011

山  ロ
下関中央工・山口・下関南・柳井工・

長府
雄琴 グラン ドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

徳  島 富岡西・小松島・徳島商・日和佐

香  川 高松商・善通寺一・高瀬

愛 媛 西条農・松山南・今治北・東温

高 知

福  岡

土佐・高知商・土佐女

城南・大川工 。大川・小倉西・

八幡大付
大津市雄琴町 1 78-1180

佐  賀 佐賀工・佐賀女 又 平 大津市雄琴町 1-11 78-1177

長 崎 唆浦・長崎日大・鶴鳴女・長崎商 雄琴 グランドホテル 大津市雄琴町1672-21 79-2111

熊 本
九州学院・王名・熊本商大付・

熊本中央女
勇   楽   荘 大津市雄琴苗鹿町6-4 78-2101

大  分 二重農・昭和女 雄琴グランドホテル 人津市雄琴町1672-21 79-2111

宮  崎 宮崎工・富島・宮崎商・都城商 雄   山   荘 大津市雄琴町1441 78-1144

鹿児島 鹿児島商・川内商工・川内・純心女 ホテルニューびわこ 大津市雄琴町259 78-1944

沖 縄 石川・那覇・南部商・中部商 雄   山   荘 大津市雄琴町1441

滋  賀 比叡山・大津 ホテルニューびわこ 大津市雄琴町259 78-1944

70 -

大津市雄琴苗鹿町1053

芳   月  楼

|

78-1144
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タクシー会社電話番号一覧

滋賀県個人タクシー協同組合

汽 船 タ ク シ ー 榊

琵 琶 湖 タ ク シ ー 船

滋 賀 ヤ サ カ 自 動 車 い

大 津 近 江 タ ク シ ー 榊

滋  賀  自 動 車 伸

寺  ′|| タ ク シ ー

滋  賀  交  通  輸

帝 産 湖 南 交 通 い

草 津 タ ク シ ー 榊 瀬 田

807

07

07

07

07

07

07

07

07

07

(24)

(24)

(22)

(22)

(24)

7(2)

(22)

(79)

(25)

(45)

730

662

667

676

043

117

799

100

081

455

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

1

1

7

7

3

7(堅田)

3

1

8

5

MEMO
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月    日 |

|

放送種別種 日
∠ゝ、

場 放 送 時 間

8月 1日 (水 ) 総合テレビ〈
ロ

△
ム 式 大津市 皇子山総合運動公園

陸上競技場

後 3:∞～ 4:15

滋賀県内

1後 2:∞～3:∞ |

1近畿地方    |

t`癸
4:15～ 4:45リ

8月 2日 (ホ ) 教育テレビ

8月 3日 (金 ) 後 4:05～ 4:50

後 4:50～ 5:30

教育陸 上 競 技

新   体   操

ソフトボール (女子 )

陸  上  競  技

八日市市 長山公園グランド

大津市 皇子山総合運動公園

陸上競技場

後 4:05～ 4:35

後 4:35～ 5:30

テレビ大津市 皇子山総合運動公園

陸上競技場

野洲町 野洲小学校体育館

大津市 滋賀県立琵琶湖漕挺場

木之本町 伊香体育館

教育テレビ8月 4日 (土 ) ボ

柔 :L

後 3:30～ 4:30

後 4:30～ 5:30

大津市 大津商業体育館

栗東町 栗東町民体育館

8月 5日 (日 ) 教育

(本

バ ド ミ ン ト ン テレビ 後 3:45～ 4:30

後 4:30～ 5:30

8月 6日 (月 )

パレーボール (男子)

青ヒ1登 教育ボ  ク  シ  ン  グ

守山市

後 3:30～ 4:30

後 4:30～ 5:30

町 能登川高校体育館

守山市民体育館

テレビ

8月 7日 (火 ) バ ス ケ ッ トボ ー ル 大津市 滋賀県立体育館 教育テレビ 後 4130～ 5:30

8月 8日 (水 ) 教育サ  ッ  カ 後 4:30～ 5:30水口町 テレビ水ロスポーツの森

サッカー競技場

8月 18日 (土 )

8月 19日 (日 )

8月 20日 (月 )

水    泳 (競泳 ) 後 3:30～ 4:30

後 5:∞～6:∞

後 3:10～ 4:∞

彦根市 彦根スイミングセンター 教育テレビ

教育テレビ

教育テレビ

昭和54年度 全国高等学校総合体育大会

NHKテ レビ中継放送時刻表

み

注 放送時間は予定であり.1部変わることがあります。
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54全国高校総体電話番号表

名   称 番    号 設 置 場 所 期    間

バドミントン競技大会本部

大会案内

23-2014

23-2047

23-2048

23-2049

23-2089

皇 子 が 丘 公 園 体 育 館 (7/25～ 8/7)

(3/1～ 8/6)

(8/1～ 8/6)

(8/1～ 8/6)

(8/1～ 8/6)

大津商業高校会場 (本部 ) 23-2034 大 津 商 業 高 校 体 育 館 (7/29～ 8/5)

■子山中学校会場 (本部) 23-2035 皇 子 山 中 学 校 体 育 館 (7/29～ 8/5)

唐崎中学校会場 (本 部, 79-3745 府  崎 `|: 学  1交 体 育 館 (7/29～ 8/5)

唐崎小学校会場 (本部)

ク   (案 内)

23-1945

23-1974

唐 崎 小 学 校 体 育 館 (7/29～ 8/5)

(8/2～ 8/5)

大津駅前総合案内所 23-0041

23-0050

国 鉄 大 津 駅 前 (7/29～ 8/7)

西 大 津 駅 前 案 内 所 23-0057

23-0058

国 鉄 西 大 津 駅 前 (7/29～ 8/7)

雄 琴 駅 案 内 所 79-3749 国 鉄 雄 琴 駅 前 (7/29～ 8/7)

雄 琴 案 内 セ ン ター 79-3748 雄 琴 市 民 セ ン タ (7/27～ 8/7)

医 療 救 護 本 部

(市民健康センター)

23-2097

23-2098

大 津 市 役

市 民 健 康 セ ン

所

ター

(7/28～ 8/7)
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練習会場タイムテーブル

場
〈
ム

時 間

堅  田  高 堅  田  中 雄 琴 小

７

月

３０

日

輌

9 : 00～ 12 : 00 東  海 近  畿 中

13: 00～ 16 : 00 四   国 北 信 越 東

７

月

３１

日

軟

9 : 00～ 12 : 00

茨
　
　
　
城

群

　

　

　

馬

千

　

　

葉

神

奈

福

　

　

　

岡

長
　
　
　
崎

大

　

　

　

分

鹿
　
児
　
島

滋

　

　

賀

和
　
歌
　
山

奈

　

　

　

良

13: 00～ 16 : 00

栃

　

　

本

埼

　

　

玉

吉
（
　
　
　
　

一宗

山

　

　

　

梨

佐

　

　

賀

熊

　

　

　

本

宮
　
　
　
崎

沖

　

　

縄

京

　

　

都

大

　

　

　

阪

兵

　

　

庫

(水 )

８

　

月

Π

¨

＾
υ一

Ｏ

〉

Ｒ
）

秋

　
　
　
田

山

　

　

　

形

福

　

　

島

南

北

海

道

島

　

　

根

山

　

　

　

口

広

　

　

　

島

愛
　
　
　
媛

新

　

　

　

潟

富

　

　

　

山

福

　

　

井

9 :00～ 10:00

宮
　
　
　
城

岩

　

　

　

手

青

　

　

森

北

北

海

道

鳥
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バ ドミントン競技の手引

バ ドミントン競技について

パ ドミントンというと、日本古来の追い羽根から

運想 して、 “なんだ西洋の羽根つ きか、男のやるも
んじゃないよ・' とい う人力!い るが、 いざ自分

“

,や っ

てみるとその激 しさに例外なく驚かされる。
一流ブレーヤーから打 ち出されるンャ トルは、初

連で時速 250キ ロを越 えることが科学的に測定され

ており、高く打 ち上げられたロング・サービスは垂

直に落下 し、この時は時速ゼロになるわけです。

シャトルとぃうのは羽根のことで、コルクの台に

14枚 から16枚 の羽根 を植えこんだものです。 ンヤト

ル (Shu“ le)と ぃ う言葉には行 き来するという意味

があり、羽根が選手の間を往復する様子からこの名

前がつけられたものと思われる。パー ドー鳥とも呼

ばれる。

ラケ ノトは、かつては木製のものが使われていた

が、次第に発達 。改良が進められ、ステールシャフ

トの使用、そしてオールスチールの製品が多く誕生

してきた。素材のステンレス、チタン、モリブデン

カーボ ンなど多様 をきわめています。

これに伴いラケット自体の重量も140～ 1509の も
のが、現在は95～ 11"|の ものにとって代わってき
た。」

`然

ブレー自体もスピー ド感あふれるものに変

わってきている。

競技そのものは、インドのプーナ地方で1820年頃

に発生 したといわれ、イギリスで進歩 し、そのイギ

リスにおける地名をとつてパ ドミントン競技 と呼ば

れるようになった。

国際的な組織は、1934年 に国際パ ドミントン連盟

(lnternational Badminton Federation)が ロンドン

を本部に創設 され、現在約60か 国が加盟 している。
バ ドミントンはごく限られた地域の国々で行われ

ていると思われがちであるが、ヨーロッパ、アジア

を中心にアフリカも含め全世界で行われている。ま

た共産田諸国も熱心で、東 ドイツ、ハ ンガリー、チ

ェコスロバキア、ポーランド、そしてソ連でも選手

育成に力を注いでおり、国際大会 も開かれている。

選手として各国の協会に登録 されている敏は、イ

ンドネシアの11万 を筆頭に、デンマーク10万 4千、
カナダ4万 8千、オランダ4万、ソ連 5万 (推定 )
力'多 く、 本家イギリスは、 イングランド約10万、 ス
コントランド1万 1千、ウェールズ 4千 となってい
る。

わが国は、1946年 に日本パ ドミントン協会が設立

され、1952年 に IBFに 加盟 した。現在は全国都道
府県に支部 を持 ち、登録人員約 4万 を数え、文部省
の調査によれば、競技人口約75万人、ママさんを含

めた愛好者はじつに400万 人、そして町の タラブも

500以上あるといわれている。いまや第一級の国民

的人気スポーツとなっている。

しかし、1978年になって、中国を中心としたアツ

ア、アフリカ諸国によって新 しい国瞬織 である世界
′` ドミントン連 1日 (ヽVOrld Bndminton Federation)

が結成 され、 lBFと 対立 している。ここにも政治
の波が押 し寄せてきたのである。

この問題とからんで、1973年 から続いてきた日中

交流大会も、今は中止となっている。

スポーツと政治の問題を早急に解決することが今

後の重要な課題 といえよう。

わが国バ ドミントンの国際交流

パ ドミントンの世界選手権大会は、男子の国別対

抗が トマス杯大会、同 じく女子がユーパー杯大会と

呼ばれ、ともに 3年 ごとに開催されている。
わが国は トマス杯大会に第 3回大会(1954年)か ら

参加し、第 7回大会 (1966～ 67年)では準決勝まで進
み、今年の第11回大会 (ジ ャカルタ)で も準決勝まで

進んだのが史上最高の成績である。

一方女子は、1966年にユーバー杯第 4回大会に初

参加で優勝すると、以後 3連勝 し、第 7回大会 (1975
年)ではインドネシアに敗れたが、昨年の 5月 第 8
回大会でユーパー杯の奪回に成功 している。

個人の世界選手櫨は、1977年のスウェーデンのマ

ルメで第 1回大会が開かれ、栂野尾悦子・植野恵美

子組が女子ダブルスの初代チャンピオンに輝いてい

る。

しかし、今年で69回 を教えた全英選手権大会が、

伝続・内容とも事実上の世界選手権とみをされてお

り、わが国の選手はめざましい成績 を残 している。

初参加は1963年の小宮好雄。この時は単身の遠征

ながらベスト8に入る健闘をみせ、1966年 には秋山

真男が準優勝、1969年 に小島一平が単複 3位に入り
小島は70年 にも単で 3位 にくい込んでいる。子のは
かベス ト4に入ったのは1974年の池田信孝・栂野尾

昌一組、今年の69回大会に飯野佳孝・土田証雄組が

ある。

女子の活躍はさらにめざましく、単では湯木博忠

が 4度 (1%9年、1974年、1975年、1977年 )、 竹中悦
子(現栂野尾夫人、1970年 )、 中山紀子 (1972年 )が各

1度優勝 しており、複でも相沢マチ子・栂野尾悦子

組が 3度 (1972年 、1973年、1975年 )、 高木紀子 (現
中山大人)・ 湯木博恵組(1971年 )、 栂野尾悦子・植

野恵美子組(1977年 )、 徳田敦子・高田幹子組 (1978

年)がそれぞれ 1度ずつ優勝 している。
このように国際舞台で活躍するようになるにつれ

て、競技としての正当な評価を受けるようになり、

またレクリェーションとしても各階層の人々に広く

受け入れられるようになってきた。

又、昨年はワールドカップ大会が日本で開かれ、

、■
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今年は日本 リーグの発足も予定 されている。

全国高校総体は、1950年第 1回大会が横浜市で開

かれて以来今年で30回目にあたり過去 多数の選手を

世界に送 り出している。昨年までは団体戦が 2複 3

単で選手が単複を兼ねて出場できたが、今年の大会

から 2複 1単に変わり、単複 を兼られなくなり、新
しい形式で歴史の一頁を開くことになる。個人戦も

1955年神戸市大会より加わり、単・複の高校日本一

が毎年誕生 している。又この大会の優秀選手は日韓

交漱大会に出場 している。

競 技 の 見 方

主なシャ トルの飛び方 (フ ライト)|ま 高 く打つハ

イタリヤー、スマッシュ、 ドロップショット、ネッー
トで攻め合 うヘアピンショットなどで、とりわけネ

ットに当って伝わるようなプレーがデリケー トに応

酬 されるときはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、イ本力を消耗 させて行く競技を

ので、「より早 く」「 より高く」「より前で」 がゲ

ームに勝つための二原則 とされている。

試合は、単、複 (混合)の 2種類で 1試合 (マ ッ
チ)は 1ゲーム15ポ イント (女子単のみ11ポ イント)
で 3ゲーム(2グーム)先取で行われる。
サープした方 (イ ンサイ ド)が勝てば 1ポ イント
が与えられてサービスを続け、レシープ側 (ア ウト

サイド)が勝つと得点は変らずに、サービスオーバ
ーとなってアウトサイ ドがインサイ ドとなる。但 し

ダブルスの第 2イ ンニ ングからはパー トナーがセ カ

ンドサーパーとなるので、 2度のフォル トによリサ

ービス権が変わる。

主害は必ずインサイドの得点からコールするので

どちらが何点かすぐわかるようになっている。

パ ドミントンには他の競技にあるジュースはなく

セ ンティングが行われる。各ゲームで13点 オールか

14点 オールとなったとき追いつかれたサイドがセ ッ

ティングするしないの権利 を持っている。

セッティングしたときは、カウントをいったん 0

オールにし、改めて 5点 (13点 オールのとき)ま た
は 3点 (14点 オールのとき)ゲームとして勝負を決
める。セッティングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例 えば18対 15、 17対 14な どと

なる。女子シングルスでは、10点 オールのとき|よ 2

点、 9点 オールのときは 3点のセッティングとなる。
主なフォル ト (反則)1ユ次の通りである。

1 ラインクロス、フットフォル ト
‐り‐―ビスのときにリーー′`―・●レシーパーがライン

をふんだり、またいだりしたとき (パー トナーはか

まわない)。 足をずらせたり、床から離 したとき(一

部でもついていればよい)。

2 オーパーウエス ト、オーパーハ ンド
サービスが打たれる瞬間にシャ トルがサーバーの

ウエス トより高かったとき、または、ラケットの頭

部全体がそのラケットを持っているサーパーの手全

体よりも下にあることがはっきりと見分けられるま

でラケットの頭部が下方をきしていなかったとき。

3 アウ トなど
シャトルが相手のコー トに入らなかったとき (決

められているサービスコー トに入らなかったとき)

ただし、相手が打てば入ったことになる。自分のコ

ー ト (サービスコー ト)に落 ちたシャ トルを打たな
かったときや、シャトルが自分の身体や着衣に当っ

たとき。

4 ダブルタッチ、 ドリブルなど
シャ トルを 1人 が 2度以上打ったり、続いてパー

トナーが打ったり、ホールディングしたとき。

5 オーバーザネット、タッチザネット、インター
フェアなど

ラケットや身体がネットにふれたり、相手側 コー

トに入ったり、相手を妨害 したとき。フォル トは主

審が判定する。 しかしサービスについてはサービス

ジャッジが、ラインについては担当のラインズマ ン

が判定する。

13.40
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昭和54年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技記録用紙

《団 体 戦 用》

第   日  S54.8.

会   場  皇子が丘公園 。大津商高・皇子山中・唐崎中・唐崎小

第   回戦・準々決勝戦・準決勝戦・決勝 :`蛯
日1  ′
フ, ■

~

女  子

試
合
番
号

κ

県 名
トータルスコア

県 名

学校名 高校 高校・学校名

i重  男11 氏 名 ス コ ア 氏 名

Dl ()
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54全国高校総体バ ドミントン競技 記 録 用 紙

《個 人 戦 用》

第   日  S54.8.
男 子

女 子
単  複

会   場  皇公体。大商・皇中・唐中・唐小

回戦
試合
番号

氏    名 ス コ ア 氏    名
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世界のカールトン

水烏球

トーナ メン ト・プラス   常に世界をリードしてきたカールトンのニュー
1ダース ¥3,600(1個 ¥300)モデルです。正確なフライト.すばやいターン・
日本バドミント́

“

織燿誨
"   

オ~バ ~・ そしてフエザ~のフィーリング.ト
IBF(口■〈ドミントン聰D公椰ネ  ーナメント・プラスは確かにブラス

`を
感じさ

せるンャトルコックです。

2 27 (ltg,Eil 1t-1Y2,100(1Ex2oo)

トーナメン ト

1ダース ¥3.300(1個 ¥200)
日
～
(ド ミントン|`会,曖會植ネ

IBF(ロロレヾドミントシヨロD公口求

世界一の消費量をおろナイロン・シャトルのベ

ストセラー。水鳥球の数倍の耐久性をもち. し

かも,最 も飛び方が似てヽヽると評価されてヽヽま
す。この絶大な定評は他の追従を許しません。

インターナショナル

1ダース¥2.800(1個 ¥240)
日
～
ドヽミント41会1飯檜修 メ

19F(口膵 ′ヾドミントシヨ ロ,公口諄

'

国産品とは比較にならなヽヽほど優れた性能をも

ち. しかも値段は国産品と変りきせん。耐久性
はトーナメントよりも丈夫です。初・中級者の

ための試合・練習球としてとうぞ。

●PHOTO・左より…

トーナメント・フラス,トーナメント,インターナショナ,レクラフ

②Durabi!ity(耐久性)

ヽ

べ 、

ヽ トーナメント・プラス

OFlight(ハ
イクリフー時に於る飛行曲擦)

カールトンの目標は,水鳥球の原点といわれる英国R.S.L社
のターニー・モデルです。

「
『 1:t:格 l・ してこそンヤ |・

ルコック

これこそ, カールトンが追求し続けている基本テーマです。

右の図を見れIム なぜカール トンが世界中のプレーヤーに使

用され,他の追従を許さないか理解していただけるでしょう。

丈夫 と言われるナイロンシャトルをさらに一歩進めた|
のがカールトンです。I可転機構の採用によリネジレを|

なくし,ヘッドもこわれやすt｀コルクからP.V.Cに変 l
える事によって耐久性を更にアップしました。   l
(寒冷時に使用される時は,お湯で暖めてから

~:使
用 l

下さヽヽ。耐久性がグーンとアップします。)     1

ターンオーバー。この返りの速さこそカールトンの真植です。さらんの通 り,国産シャトル

と比べ違いがひと目でわ力'り ます。正確なショットを生む素hi l・ ターンオーバ_こ そ,徹妙
なタッチが要求されるパドミントンには欠 く事のできない大事な要素です。

Tu rnover
(ネツトブレー時の優元性)

水瑯 求(RSL社
'一

ニー)

,-ttl>.r1a>:/1, trt
▼

国ヨ「
ナイロンンヤ ト

カールトン・

ナイロンシャトル

レ ″

総輸入元 メトロレジャー株式会社 東京都千代日区外神田5‐●4 TEL.(03)333-3“ 10

O

々

イ
メ

昭千
"“
■度より,ナイロンシャトルは中学校

大会使用球になりました。

―

¬
r   ]
L」 出

●カールトン ーナイロンシヤトル●国産ナイロンシャトル

0 " J ヽ
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祝54全国高校総体

びわ湖のコミュニティバンク

濱賞・騰酔 石山・瀬田・堅田・東大津・西大津・草津の各支店をよろしく

体力づくりの機器メーカー

ClSenolr
セノー株式会社

本 社 東京毬千代田区神田日町2-7
■|“ (03)2セーロll〒 101

支 店 オt曖・■白‐浦m・ 松戸・八王子
棧浜・名古屋・大阪・福向・沼田

綾羽工業株式会社

《日旅》は旅のビラマの田台を目出します◎
創業以来Ю余年の実績と全国2∞ ケ所の営業所を(オ ンラインンステム)で結び、

迅速・正確・誠実をモント~に愛される店舗づくりに努めております。

。あらゆる旅のご相談は 《[ヨン薔|″κ/F
運輸大臣登録一般旅行業第 2号

日 本 旅 行 業 協 会 会 員

(本    社〕
東京都港区新橋 2丁目

"番
15号

新橋駅前ビル l号館

“

9

TEL 03-5″ -8181ω

0田田田1田田‐‐ J日 本 体 操 協 会 公 式 競 技 検 定 工 場
株式会社珀 ″ 遍 春 ″

広島 県福 山市 引野 町 5丁 目46
口邑言舌(0849)イ

Lヽヨに41--0230署辟=F721

青森 県青森 市浦 町奥 野348-5
層邑話 〈0177)77-7354:ヨ酢 〒  030

-86-

京都信用金庫
―r=d
L」

本    社

青 森 営 業 所



鍛えぬかれた乳酸菌
ult

.ヤ クルト)は・■崚薗を生きたまま飲もう・という考ぇのもと|:つくられた飲物です。′デョア)

はその■晨蘭と.牛■からの良質のタン′`ク.力 |'シ ウムなどの末養をかくんだ食品です。

京都市南区吉祥院三ノ宮町七七

京滋ヤクルト販売株式会社
電話  (代)681～ 5511
カラ容器回収にご協力ください。

■7クソレト Ｃ
ｅ

■̈
■
０

，

０
な

●
口

′ヽ

O HMII

びわ湖・近江路の観光・交通を

ネットする近江グループ

本 社 彦根市安清町11-12
TEL彦根 (0た92)2-3301代表・〒52

MEMO

滋賀県旅館環境衛生同業組合

滋賀総体大津地区宿泊対策委員会

大津市浜大津二丁目 1の 3

電話22-2553

協 賛
スポーツショップ・ウエダ

ナ ガハ マ・ ス タジオ

島 津 金 属 工 業帥
東        レ0
鞣)ア サ ヒ ス ポ ー ツ

所
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日_一
フレーヤーの微妙なテクニッタにも、たくみに応える本物だけの確か な千応え

`

‐ ‐

■
ロ

あの息をのむヽアビンシヨントの

ラリー. す力・さす夕1ら込も■ヽ いス

マ ツンユも.ド ロ ′ブンヨウトも
′ヽイタリアーも. トヨグのンヤト
ルなら意のま .ヽ

●
暉
■
■
■
●

1
J 1   水鳥シヤトルコツク
●トーナメントホワイト    使定8,8球
●トーナメントフルー     崚定合嗜撃
●トーナメントフラック    検定合嗜凛
●トーナメントグリーン      ●合球
●トーナメントレツト       減合球
●スタンタードレッド       燎■撃
●トーナメントパープル0」D   ●ヨ球

ヽ _“´
新 製 00
☆★☆☆☆☆☆☆☆

今年 昴 崚 の :f製品

強 靱 さ.'い 弾ヽ11.強列 を ,ズ 充 ′,
加 えて耐 久11を 苦 し く|I11:し た
ラ ケ ットの連 .● .

トヨ グよ リテ ピュー
`

● スーパーエ ンジ ェル (50(Xκ :)

力 ~ボ ンスチ ~ル ンやフ ト.′ ｀イ
ン~プ張 11カ ′く~付 き  Y5.Oα )

優良′くドミン トン用品0合 メーカー

6節》禁
「
ヨ:7′ズボープ
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レ́ ´  日本社 東京都台東区浅李橋5・ 26‐ 7  ● 03 866‐ 2615 ・ 0,1‐ 9409
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':し
て



| |

■ ブレーヤー待望の′■フェクトラケット完成
より高
"に
.そ して多彩 |=な っていくバ ドミ

ントンのフレー升夕.=′ ク。そのすべてのプレ
ー|■ ―本のラケ′l・ が′ヽ一フェクトに対応しま
す。ゴーセンが開発した100%カ ーボン・ロン
グテ~′ ~`ン フヽトrカ ーボン・スラッグフ,ス
トB-35・ B-80■

「
フレーヤーの強い要望に応え

た理想のラケットの■■です。

■電子頭脳が答えた理 想の構造

20世紀 の科 学 が生んだ最 高の ラケ ット泰ォ水 カ
ーボ ン).こ の カーボ ン崚 :`|を 、ラケ ′卜の生 命
といわれるシャフト部 分 に使 用。 この素材特
性をいちばん効果的に発揮させるため.図CI
のように方向の異なる機競を3層 に組み合わ
せました。 この構 造 図人 は.理 想 の ラケ ′ト
を創 り出 すとい う前提 の もとに、コンピュータ

がは じき出 した答 えです。

さらにも う ・歩理 想 に近 す くため.こ の構
造 によるシャフトのロングテー′~化 をコンピュ
ー タは指 ′,し ました。
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■カーボン・ラケットの決定版
細部 |=わ たる1則定テスト.このB-85・ B-80は

すべての点で他の ―々ボン・ラケ′卜をしのぎ

ました。カーボ´の特性をこれほど完璧にい

かしきったラケットは見 '“ りません。
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0 0r tlスピードあ不れたブレー)

0高 ′Xえ /.‐ 弾性 (強 く、
鋭い打球 )

●高強度 (優れた耐久性 ,
0退連を振動減女性 (打
球後のラケ′卜の安定。

図で,,10,
0高応答性 (打球の手応
え)ま さ|=長所総づかみ.
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従来のス トレー トシャフ トと興なり、

テーパーシャン トのため、シャフトの

「シナ リ」が大きくなり、よリー層の反

撥力が増 し、アタックにレシープに驚

く程のカーボンシャフ トの特性が生か

されております。
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